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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

今
月
21
日
の
国
際
平
和
デ
ー

を
記
念
し
て
国
連
本
部
で
13

日
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
テ
ー
レ

ス
事
務
総
長
が
平
和
の
鐘
を

鳴
ら
し
た
。
国
際
平
和
デ
ー

２
０
２
４
の
テ
ー
マ
は
「
平
和

の
文
化
を
育
む
」。
今
年
は
、

国
連
総
会
が
「
平
和
の
文
化
に

関
す
る
宣
言
お
よ
び
行
動
計

画
」
を
採
択
し
て
か
ら
25
周
年

に
あ
た
る
。
宣
言
の
中
で
総
会

は
、
平
和
と
は
「
紛
争
の
不
在

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
対
話
が

奨
励
さ
れ
、
相
互
理
解
と
協
力

の
精
神
を
も
っ
て
紛
争
が
解
決

さ
れ
る
、
積
極
的
で
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
参
加
プ
ロ
セ
ス
を
必
要

と
す
る
」
も
の
で
あ
る
と
し
て

い
る
。

　

式
典
に
は
、
山
﨑
国
連
大
使

夫
妻
、
平
和
の
鐘
を
国
連
に
寄

贈
し
た
故
中
川
千
代
治
氏
の
六

女
で
国
連
平
和
の
鐘
を
守
る
会

の
代
表
、
高
瀬
聖
子
さ
ん
、
鐘

の
置
か
れ
て
い
る
日
本
庭
園
を

設
計
し
た
ボ
ス
ト
ン
在
住
の
造

園
家
、
阿
部
紳
一
氏
、
参
議
院

議
員
の
山
東
昭
子
氏
が
参
列
し

た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
前
と
同

様
に
垂
水
バ
イ
オ
リ
ン
ク
ラ
ス

の
生
徒
た
ち
が
式
典
で
美
し
い

演
奏
を
披
露
し
た
。

世
界
に
響
け

国
連
平
和
の
鐘

日
本
語
を
学
ぶ
人
を
読
者
対
象
に

新
特
別
企
画
が
本
紙
で
ス
タ
ー
ト

平
和
の
鐘
を
突
く
グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事
務
総
長　

U
N

 Photo/M
ark G

arten

紛
争
解
決
の
願
い
込
め

社 告

　

米
捜
査
当
局
は
15
日
、
フ
ロ

リ
ダ
州
ウ
エ
ス
ト
パ
ー
ム
ビ
ー

チ
に
あ
る
ゴ
ル
フ
場
で
プ
レ
ー

し
て
い
た
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領

を
銃
撃
し
よ
う
と
し
た
疑
い
で

男
を
拘
束
し
た
。
逮
捕
さ
れ
た

男
は
ハ
ワ
イ
在
住
の
ラ
イ
ア

ン
・
ウ
ェ
ス
リ
ー
・
ラ
ウ
ス
容

疑
者
（
58
）
で
、
16
日
に
ウ
ェ

ス
ト
パ
ー
ム
ビ
ー
チ
に
あ
る
裁

判
所
に
出
廷
し
た
。
有
罪
判
決

を
受
け
た
重
罪
犯
に
よ
る
銃
器

所
持
と
製
造
番
号
を
消
し
た
銃

器
所
持
の
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。

最
長
で
20
年
の
懲
役
の
可
能
性

が
あ
る
。

　

ラ
ウ
ス
容
疑
者
は
ノ
ー
ス
カ

ロ
ラ
イ
ナ
州
出
身
で
、
長
く
住

ん
で
い
た
が
、
数
年
前
に
ハ
ワ

イ
に
移
り
住
ん
だ
。
裁
判
記
録

に
よ
れ
ば
、
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ

イ
ナ
州
で
武
器
の
隠
し
所
持
、

盗
品
所
持
、
ひ
き
逃
げ
な
ど

１
０
０
件
以
上
の
刑
事
訴
追
が

行
わ
れ
て
お
り
、
う
ち
２
件
で

は
重
罪
に
よ
る
有
罪
判
決
を
受

け
て
い
る
。
一
つ
は
２
０
０
２

年
に
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
グ

リ
ー
ン
ズ
ボ
ロ
で
大
量
殺
戮
兵

器
で
あ
る
全
自
動
機
関
銃
の
所

持
に
よ
る
も
の
、
も
う
一
つ
は

２
０
１
０
年
３
月
の
盗
品
所
持

な
ど
の
罪
に
よ
る
も
の
だ
っ

た
。
執
行
猶
予
付
き
の
判
決
を

受
け
、
仮
釈
放
ま
た
は
保
護
観

察
処
分
を
受
け
て
い
る
が
服
役

の
記
録
は
な
い
。
２
０
０
３
年

に
離
婚
。
容
疑
者
が
経
営
し
て

い
た
屋
根
工
事
会
社
は
請
負
業

者
や
個
人
か
ら
訴
え
ら
れ
て
い

る
。
25
歳
の
息
子
が
い
る
が
、

現
在
は
月
３
０
０
０
ド
ル
ほ
ど

の
収
入
で
、
貯
金
は
な
く
財
産

は
ハ
ワ
イ
に
あ
る
１
０
０
０
ド

ル
ほ
ど
の
中
古
ト
ラ
ッ
ク
２
台

と
法
廷
で
語
っ
た
。

　

２
０
１
６
年
の
大
統
領
選
で

は
ト
ラ
ン
プ
氏
に
投
票
し
た

が
、
後
に
反
対
に
転
じ
た
。
本

人
と
思
わ
れ
る
Ｘ
（
当
時
は
ツ

イ
ッ
タ
ー
）
へ
の
２
０
２
０
年

の
書
き
込
み
に
は
、
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
（
当
時
）
に
対
し
「
自

分
は
２
０
１
６
年
に
あ
な
た
を

選
ん
だ
。
私
も
世
界
も
ト
ラ
ン

プ
に
な
れ
ば
も
っ
と
良
く
な
る

と
期
待
し
た
が
、
し
か
し
、
私

た
ち
は
皆
、
大
い
に
失
望
し
た

し
、
あ
な
た
は
ま
す
ま
す
悪

く
な
り
、
退
化
し
て
い
る
よ

う
だ
。
あ
な
た
は
知
恵
遅
れ

（retarded

）
な
の
か
。
あ
な

た
が
い
な
く
な
っ
て
く
れ
た
ら

嬉
し
い
」
と
あ
る
。

　

ラ
ウ
ス
容
疑
者
は
２
０
２
２

年
に
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
直
後
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

外
国
人
部
隊
に
志
願
し
よ
う
と

し
た
が
拒
否
さ
れ
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
首
都
キ
ー
ウ
に
し
ば

ら
く
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い

る
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
領
土
防
衛

部
隊
外
国
人
軍
団
は
ラ
ウ
ス
容

疑
者
と
は
何
の
関
わ
り
も
な
い

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
行
っ
て
ロ
シ
ア
と
戦
う

外
国
人
戦
闘
員
の
募
集
を
呼
び

か
け
、
７
月
に
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
に
投
稿
し
た
が
、
ど
こ
か
ら

も
相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
。

ト
ラ
ン
プ
氏
暗
殺
を
計
画
か

容
疑
者
の
横
顔
明
ら
か
に

　
本
紙
は
、
今
週
号
か
ら
毎
月

第
３
週
に
、
日
本
語
を
学
ぶ
人

を
対
象
と
し
た
連
載
シ
リ
ー
ズ

「
週
刊
や
さ
し
い
に
ほ
ん
ご
生

活
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
現

在
、
米
国
で
日
本
語
を
学
習
し

て
い
る
人
は
約
１
万
７
０
０
０

人
（
在
米
日
本
大
使
館
調
べ
）、

日
本
語
教
育
機
関
は
１
２
４
１

か
所
（
国
際
交
流
基
金
調
べ
）、

米
国
内
１
１
３
の
大
学
に
日
本

語
学
部
や
学
科
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

記
事
は
分
か
り
や
す
い
日
本

語
で
表
記
し
、
漢
字
に
は
す
べ

て
読
み
が
な
を
つ
け
て
翻
訳
機

能
な
ど
を
使
っ
て
学
習
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
本
紙
デ
ジ

タ
ル
版
を
通
し
て
全
世
界
の
日

本
語
学
習
者
に
愛
読
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
内
容
を
目
指
し

ま
す
。　
　
　
（
４
面
に
記
事
）

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社

https://ibec-usa.com/
http://ymcatfv.org/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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ア
ー
ト
一
家
に
生
ま
れ
育

っ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
／
フ
ォ

ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
八
木
ジ
ン

と
、
メ
タ
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

MABO

の
２
人
展「KUU

（
空
）

Moments of Circularity

」

が
、
26
日
（
木
）
か
ら
10
月

24
日
（
木
）
ま
で
、
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
の
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ

ー THE IW GALLERY COPE 
NYC

（630 Flushing Ave
）

で
開
催
さ
れ
る
。

　

ふ
た
り
は
20
年
以
上
に
わ
た

り
各
々
の
表
現
方
法
で
多
く
の

作
品
を
発
表
し
て
き
た
。
今
回

は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
技
法
や

素
材
を
用
い
な
が
ら
、
ど
ち
ら

も
人
生
の
最
も
深
遠
な
瞬
間
を

支
配
す
る
力
に
つ
い
て
共
通
の

テ
ー
マ
「KUU

」
を
探
求
し
、

互
い
に
補
完
し
合
い
、
す
べ
て

を
結
び
つ
け
る
作
品
と
し
て
表

現
し
て
い
る
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
26
日
（
木
）

午
後
６
時
30
分
か
ら
９
時
ま

で
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
26
日
か

ら
29
日
ま
で
在
廊
予
定
。

八木ジンとMABO

ブルックリンで
アート 2人展開催

　

第
12
回
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー

ル
公
演
〜
花
と
芸
術
の
祭
典 

Japanese style

〜Kajiki‘s 
Show

が
10
月
３
日
（
木
）
午

後
７
時
30
分
か
ら
、
カ
ー
ネ
ギ

ー
ホ
ー
ル
の
ワ
イ
ル
・
リ
サ
イ

タ
ル
ホ
ー
ル
（
７
番
街
と
57
丁

目
）
で
開
催
さ
れ
る
。
無
料
招

待
チ
ケ
ッ
ト
制
で
、
来
場
者
に

は
ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
ネ
ッ
ク
レ

ス
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
。

　

司
会
は
梶
木
敏
巳
と
西

岡
舞
。
出
演
者
は
、Team 

KAGUYA
（
朗
読
・
歌
・
舞
）、

声
優
の
美
月
あ
い
＆
た
え
、
千

尋
（
歌
）、
綱
島
芽
浬
（
バ
レ

エ
、
14
歳
）、
ヒ
ー
リ
ン
グ
シ

ン
ガ
ー
こ
こ
り
＆
ピ
ー
ス
エ
ン

ジ
ェ
ル
ズ
（
歌
・
コ
ー
ラ
ス
）、

ミ
ラ
ク
ル
バ
ー
ド
（
歌
＆
ピ

ア
ノ
）、
茶
道
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン (

茶
道
＆
フ
ル
ー

ト
・
ピ
ア
ノ
）、
絆
（
日
舞
と

ピ
ア
ノ
演
奏
）安
久
親
子
3
人
、

Future-inspired Kimono 
Show 

（
着
物
反
物
シ
ョ
ー
74

人
）、
コ
ト
ダ
マ
ロ
ッ
ク
（
和

歌
を
ロ
ッ
ク
で
歌
う
）
坂
井
洋

一
＆
フ
レ
ン
ズ
バ
ン
ド 

コ
ト

ダ
マ
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド　

坂
井
洋

一 : 

映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
兼

映
画
バ
イ
ヤ
ー
・
作
詞
作
曲
家
・

古
代
史
ハ
ン
タ
ー
（
言
語
学
を

含
む
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
公
演
）、

琉
球
芸
能
＆
和
太
鼓
『
花
火
‐

HANABI

』 

写
真
３
種　

沖
縄

の
伝
統
文
化
と
和
太
鼓
を
世
界

に
、
着
物
ド
レ
ス 

（
着
物
を
切

ら
ず
に
ド
レ
ス
と
し
て
着
付
け

る
新
し
い
ス
タ
イ
ル
）
た
え
、

Petit Allonge Bella NY 

（
バ

レ
エ
）
イ
ザ
ベ
ラ
＆
生
徒
。

　

チ
ケ
ッ
ト
希
望
者
は
Ｅ
メ

ー
ルkj.inter.artist@gmail.

com

（
西
ケ
谷
さ
ん
）
ま
で
。

花
と
芸
術
の
祭
典

カ
ー
ネ
ギ
ー
で
入場無料

10
月
3
日
（
木
）
7
時
30
分

日
本
の
芸
能
・
文
化
紹
介

https://www.nichinoken.co.jp/np5/nnk/ngs/
mailto:kj.inter.artist@gmail.com
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よ
ろ
け
織
り
作
家
、
横
山
由

紀
子
氏
の
８
年
ぶ
り
と
な
る
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
作
品
展
が
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
のLoop of 

the Loom

（197 Plymouth 
St.

）
を
会
場
に
開
催
さ
れ
て

い
る
。
同
展
で
は
8
点
の
作
品

を
展
示
し
て
い
る
。
よ
ろ
け
織

り
と
は
、
よ
ろ
け
筬
（
お
さ
）

と
呼
ば
れ
る
扇
の
骨
の
よ
う
な

形
状
を
し
た
櫛
状
の
道
具
を
使

用
し
、
経
糸
に
曲
線
を
生
み
出

す
独
特
な
織
り
技
法
。
日
本
在

住
の
横
山
氏
は
40
年
に
わ
た
る

作
家
活
動
と
指
導
経
験
を
活
か

し
、独
自
の
技
術
を
発
展
さ
せ
、

よ
ろ
け
織
り
の
美
し
い
曲
線
を

最
大
限
に
引
き
立
て
る
長
尺
の

布
を
織
り
上
げ
る
こ
と
を
可
能

に
し
た
。
さ
ら
に
、
自
ら
染
め

た
糸
を
組
み
合
わ
せ
、
表
現
の

幅
を
一
層
広
げ
て
い
る
。
10
月

６
日
（
日
）
ま
で
。
入
場
無
料
。

月
曜
休
廊
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ

ー
テ
ィ
ー
は
10
月
３
日
（
木
）

午
後
６
時
か
ら
８
時
ま
で
。

　

会
期
中
に
は
染
色
や
よ
ろ
け

織
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
9
月

28
・
29
日
、
10
月
５
日
）、
ト

ー
ク
＆
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
（
9
月
27
日
）
も
予
定
し
て

い
る
。
参
加
申
し
込
み
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

loopoftheloom.com

を
参
照

す
る
。

　

Ａ
Ｔ
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
は

９
月
15
日
午
後
12
時
30
分
と
4

時
の
２
回
、 

プ
レ
イ
ラ
イ
ト
・

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
・Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
、 

第
2
回
公
演
を
開
催
し
た
。
ア

ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
竹
野
綾
の
ほ
か
、
ダ
ン
サ

ー
は
吉
川
彩
、
パ
ト
リ
シ
ア
・

ジ
ェ
ー
ン
、
二
コ
ラ
・
フ
ェ
リ

ー
、
千
歳
祐
李
耶
、
サ
パ
ン
ナ

ー
・
ピ
ヤ
サ
ン
チ
ェ
ロ
エ
ン
、

小
島
風
香
。
シ
ン
ガ
ー
は
中
村

彩
、
熊
本
翔
士
。
今
年
は
竹
野

の
ダ
ン
ス
キ
ャ
リ
ア
35
周
年
を

記
念
し
、
日
本
神
話
「
天
の
岩

戸
」
を
和
楽
器
音
楽
と
ダ
ン
ス

で
表
現
し
た
ほ
か
、
昨
年
初
演

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
に
シ
ン

ガ
ー
の
生
歌
を
の
せ
て
、
ス
タ

ジ
オ
風
景
か
ら
始
ま
る
ス
ト
ー

リ
ー
「
ア
ウ
ェ
イ
ク
」
を
再
演

し
た
。

　

公
演
を
終
え
て
竹
野
は
「
今

回
は
私
が
日
本
に
い
た
時
に
一

緒
に
踊
っ
て
い
た
メ
ン
バ
ー
が

ダ
ン
サ
ー
と
し
て
来
て
く
れ
て

励
み
に
な
り
ま
し
た
。
天
の
岩

戸
は
衣
装
の
評
判
も
良
く
、
楽

し
ん
で
頂
け
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
ど
う
ぞ
応
援
を
お
願
い
致

し
ま
す
」
と
話
し
て
い
る
。

天の岩戸を表現
ＡＴダンスカンパニー
第２回公演に満席喝采

よろけ織り作家
横山由紀子展
ブルックリンで開催

　

米
国
で
飴
細
工
師
と
し
て
活

躍
す
る
日
本
人
女
性
、
キ
ャ
ン

デ
ィ
５
さ
ん
（
60
）
の
創
業
30

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
12
日
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
美
容
サ
ロ

ン
、
ジ
ュ
エ
ル
ハ
ウ
ス
で
開
催

さ
れ
た
。
会
場
に
は
天
狗
や
日

本
の
郷
土
芸
能
に
登
場
す
る
お

面
な
ど
が
並
ん
で
、
日
米
来
場

客
の
目
を
楽
し
ま
せ
た
。
特
に

子
供
た
ち
に
ラ
イ
ブ
で
飴
細
工

を
作
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
は
大
人
気
。
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
な
ど
の
リ
ク
エ
ス
ト
に

応
え
て
名
人
技
を
次
々
と
披
露

し
た
。

　

キ
ャ
ン
デ
ィ
５
さ
ん
は
富
山

県
出
身
。
高
校
２
年
の
時
、
毎

日
新
聞
富
山
支
局
長
だ
っ
た
父

が
49
歳
で
他
界
し
た
。
大
学
進

学
を
諦
め
て
就
職
す
る
も
会
社

勤
め
が
肌
に
合
わ
ず
、
10
回
以

上
も
転
職
を
繰
り
返
し
た
が
、

天
国
の
父
の
導
き
と
も
言
え
る

記
事
に
出
会
い
紆
余
曲
折
を
経

て
当
時
80
代
だ
っ
た
東
京
の
飴

細
工
職
人
・
木
村
武
雄
氏
の
弟

子
に
。
ほ
ど
な
く
金
太
郎
飴
本

舗
に
デ
ィ
ズ
ニ
ー
が
飴
細
工
師

を
探
し
て
い
る
と
い
う
連
絡
が

あ
り
、
高
齢
者
ば
か
り
の
業
界

で
紅
一
点
の
若
者
だ
っ
た
キ
ャ

ン
デ
ィ
５
さ
ん
に
白
羽
の
矢
が

当
た
っ
た
。
１
９
９
６
年
の
こ

と
だ
っ
た
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
エ

プ
コ
ッ
ト
・
日
本
館
で
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
始
め
、
た
ち
ま
ち

来
場
者
の
人
気
者
と
な
っ
た
。

　

５
年
後
、
２
０
０
１
年
9
月

11
日
の
同
時
多
発
テ
ロ
で
解
雇

さ
れ
た
が　

半
年
後
に
は
元
の

職
場
デ
ィ
ズ
ニ
ー
か
ら
電
話
が

か
か
り
、「
戻
っ
て
こ
な
い
か
」

と
打
診
さ
れ
た
。
キ
ャ
ン
デ
ィ

５
さ
ん
の
解
雇
に
多
く
の
フ
ァ

ン
か
ら
苦
情
が
届
い
て
い
た
の

だ
っ
た
。
13
年
に
円
満
退
職
す

る
ま
で
の
期
間
に
は
、
ア
メ
リ

カ
航
空
宇
宙
局
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）

の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
も
招
か
れ
、

そ
こ
で
知
り
合
っ
た
宇
宙
飛
行

士
の
野
口
聡
一
さ
ん
が
キ
ャ
ン

デ
ィ
５
さ
ん
の
作
っ
た
バ
ー
ス

デ
ー
ケ
ー
キ
飴
を
宇
宙
で
受
け

取
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
は
世
界
に
も

流
れ
た
。
退
職
後
、
富
山
の
母

親
の
介
護
で
４
年
間
帰
国
し
た

が
、
２
０
１
７
年
10
月
、
大
学

を
卒
業
し
て
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
ダ

ン
サ
ー
に
な
っ
て
い
た
娘
を
フ

ロ
リ
ダ
に
残
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
活
動
の
場
を
移
し
て
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

　

日
本
文
化
紹
介
イ
ベ
ン
ト
や

子
供
の
誕
生
会
な
ど
に
引
っ
張

り
だ
こ
の
キ
ャ
ン
デ
ィ
５
さ

ん
。
来
場
し
た
日
本
ク
ラ
ブ
の

内
藤
久
也
さ
ん
も
「
こ
ど
も
の

日
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
い
つ
も
大

人
気
で
す
ね
」
と
話
す
。
90
の

ゼ
ッ
ケ
ン
を
つ
け
た
キ
ャ
ン
デ

ィ
５
さ
ん
「
あ
と
、
30
年
、
90

歳
ま
で
飴
細
工
師
と
し
て
頑
張

り
ま
す
」
と
大
き
な
笑
顔
で
答

え
て
い
た
。

キ
ャ
ン
デ
ィ
５
さ
ん

30
周
年
祝
う

https://manabeba-dekiru-fx.com/NY-seminar
https://www.hakubainyc.com/
https://loopoftheloom.com
https://loopoftheloom.com
https://loopoftheloom.com
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公
益
財
団
法
人
教
育
支
援
グ

ロ
ー
バ
ル
基
金
は
、
日
本
全
国

の
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
困
難
な

状
況
に
あ
る
若
者
を
応
援
す
る

人
材
育
成
事
業
「
ビ
ヨ
ン
ド
ト

ゥ
モ
ロ
ー
」
の
一
環
と
し
て
、 

米
国
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開

催
し
た
。
選
抜
さ
れ
た
10
人
の

大
学
生
が
来
米
し
、
ア
メ
リ
カ

の
社
会
や
文
化
に
つ
い
て
学
ん

だ
。
今
回
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
？
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
・
多
様
性
に
富
ん
だ

ア
メ
リ
カ
で
学
ぶ
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
」
を
テ
ー
マ
に
、
ワ
シ
ン

ト
ン 

Ｄ
Ｃ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

を
訪
問
。
ア
メ
リ
カ
の
企
業
・

行
政
・
教
育
機
関
を
訪
問
し
、

官
民
学
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら

今
後
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る

若
者
に
必
要
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
と
は
何
か
、
多
様
性
に
富
む

ア
メ
リ
カ
の
教
育
の
あ
り
方
や

移
民
政
策
、
企
業
の
最
前
線
で

活
躍
す
る
方
々
と
の
交
流
を
通

し
考
え
を
深
め
た
。参
加
者
は
、

関
口
明
輝
、
小
林
朱
里
、
ミ
ラ

ー
・
ケ
イ
ト
、
丹
田
愛
美
、
藤

田
彩
乃
、
加
藤
弘
絵
、
カ
ー
ン
・

ビ
ス
マ
、
家
守
格
汰
朗
、
渡
邉

百
々
香
、
伊
東
希
愛
。

日
本
の
未
来
を
担
う

大
学
生
10
人
が
来
米

ホウクルNY州知事

皮膚がんを公表

　

こ
と
わ
ざ
は
、昔
（
む
か
し
）

か
ら
言
（
い
）
い
伝
（
つ
た
え
）

え
ら
れ
て
き
た
教
訓
（
き
ょ
う

く
ん
）
を
含
（
ふ
く
）
む
短
（
み

じ
か
）
い
言
葉
（
こ
と
ば
）
＝

人
生（
じ
ん
せ
い
）の
教（
お
し
）

え
、
生
活
（
せ
い
か
つ
）
の
知

恵
（
ち
え
）、
生
（
い
）
き
方

（
か
た
）
の
指
針(

し
し
ん
）、

お
も
し
ろ
い
表
現
（
ひ
ょ
う
げ

ん
）
を
楽
（
た
の
）
し
む
も
の

な
ど
＝
で
す
。
気
持
ち
や
状
況

を
一
言（
ひ
と
こ
と
）で
伝（
つ

た
）
え
ら
れ
る
の
で
、意
味
（
い

み
）
を
理
解
（
り
か
い
）
し
て

会
話
（
か
い
わ
）
や
文
章
（
ぶ

ん
し
ょ
う
）
で
使
（
つ
か
）
え

ば
、
教
養
（
き
ょ
う
よ
う
）
や

日
本
語（
に
ほ
ん
ご
）の
幅（
は

ば
）
が
広
（
ひ
ろ
）
が
り
ま
す
。

本
（
ほ
ん
）
コ
ー
ナ
ー
は
日
本

文
化
（
に
ほ
ん
ぶ
ん
か
）
や
日

本
語（
に
ほ
ん
ご
）を
学（
ま
な
）

ぶ
外
国
人
向
（
が
い
こ
く
じ
ん

む
）
け
に
「
わ
か
り
や
す
い
言

葉
（
こ
と
ば
）」
で
、日
本
（
に

ほ
ん
）
の
歴
史
文
化
（
れ
き
し

ぶ
ん
か
）、
精
神
性
（
せ
い
し

ん
せ
い
）、
気
候
風
土
（
き
こ

う
ふ
う
ど
）
な
ど
の
本
質
（
ほ

ん
し
つ
）
に
触
（
ふ
）
れ
る
よ

う
な
こ
と
わ
ざ
を
、使
（
つ
か
）

い
方
（
か
た
）
と
と
も
に
ご
紹

介
（
し
ょ
う
か
い
）
し
ま
す
。

　
こ
の
連
載
は
、
日
本
語
を
勉

強
し
て
い
る
人
を
読
者
対
象
と

し
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
日
本
文

化
や
タ
イ
ム
リ
ー
な
日
本
に
関

す
る
話
題
な
ど
を
簡
単
な
日
本

語
で
毎
月
第
３
週
号
に
掲
載
し

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
人
の
友
人
な

ど
に
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

日
本
食
（
に
ほ
ん
し
ょ
く
）
の

マ
ナ
ー
を
覚
（
お
ぼ
え
）
よ
う

　
日
本
食
︵
に
ほ
ん
し
ょ
く
︶

は
姿
勢
︵
し
せ
い
︶
を
正
︵
た

だ
︶
し
﹁
戴
︵
い
た
だ
︶
き
ま
す
﹂

と
言
︵
い
︶
っ
て
か
ら
食
︵
た
︶

べ
始
︵
は
じ
︶
め
ま
す
。
箸
︵
は

し
︶
を
持
︵
も
︶
ち
、
汁
物
︵
し

る
も
の
︶
↓
ご
飯
︵
は
ん
︶
↓

お
か
ず
の
順
︵
じ
ゅ
ん
︶
に
い

た
だ
き
ま
す
が
、
お
箸
︵
は
し
︶

を
振
︵
ふ
︶
り
回
︵
ま
わ
︶
し

た
り
お
箸
︵
は
し
︶
で
器
︵
う

つ
わ
︶
を
引
︵
ひ
︶
き
寄
︵
よ

せ
︶
せ
た
り
し
な
い
こ
と
。
ま

た
、
一
度
︵
い
ち
ど
︶
口
︵
く
ち
︶

に
運
︵
は
こ
︶
ん
だ
も
の
は
お

皿
︵
さ
ら
︶
に
戻
︵
も
ど
︶
さ

ず
綺
麗
︵
き
れ
い
︶
に
戴
︵
い

た
だ
︶
き
ま
す
。
食
︵
た
︶
べ

終
︵
お
︶
わ
っ
た
ら
蓋
︵
ふ
た
︶

が
あ
る
も
の
は
元
︵
も
と
︶
に

戻
︵
も
ど
︶
し
、
お
皿
︵
さ
ら
︶

は
重
︵
か
さ
︶
ね
な
い
の
が
マ

ナ
ー
で
す
。
最
後
︵
さ
い
ご
︶

は
﹁
ご
馳
走
︵
ち
そ
う
︶
さ
ま

で
し
た
﹂
と
言
︵
い
︶
っ
て
感

謝
︵
か
ん
し
ゃ
︶
を
表
︵
あ
ら

わ
︶
し
ま
す
。（
長
久
保
美
奈
、

マ
ナ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

　

七
転
び
八
起
き

　
　
（
な
な
こ
ろ
び
や
お
き
）　

　

人
生
（
じ
ん
せ
い
）
は
う
ま

く
い
く
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
何
度
（
な
ん

ど
）失
敗（
し
っ
ぱ
い
）し
て
も
、

く
じ
け
る
こ
と
な
く
立
（
た
）

ち
上
（
あ
）
が
り
挑
戦(

ち
ょ

う
せ
ん
）
し
て
い
く
こ
と
で
、

結
果
的
（
け
っ
か
て
き
）
に
成

功
（
せ
い
こ
う
）
す
る
、
よ
り

強
（
つ
よ
）
く
成
長
（
せ
い
ち

ょ
う
）
す
る
と
い
う
教
訓
（
き

ょ
う
く
ん
）
を
伝
（
つ
た
）
え

て
い
ま
す
。
誰
（
だ
れ
）
で
も
、

同
（
お
な
）
じ
失
敗
（
し
っ
ぱ

い
）
は
繰
（
く
）
り
返
（
か
え
）

さ
な
い
よ
う
に
す
る
知
恵
（
ち

え
）
も
生
（
う
）
ま
れ
ま
す
。

自
分
（
じ
ぶ
ん
）
が
何
（
な
に
）

か
に
失
敗
（
し
っ
ぱ
い
）
し
て

し
ま
っ
た
シ
ー
ン
、
相
手
（
あ

い
て
）
を
は
げ
ま
し
た
い
シ
ー

ン
な
ど
で
使
（
つ
か
）
い
ま
す
。

日
本
（
に
ほ
ん
）
で
だ
る
ま
人

形（
に
ん
ぎ
ょ
う
）に
人
気（
に

ん
き
）が
あ
る
の
は
、転（
こ
ろ
）

ん
で
も
転
（
こ
ろ
）
ん
で
も
た

く
ま
し
く
起
（
お
）
き
上
（
あ
）

が
っ
て
い
く
底
力
（
そ
こ
じ
か

ら
）
に
あ
や
か
り
た
い
か
ら
で

す
。　
（
絵
と
文
、
平
田
恵
子
）

（
１
）

明日を越えて

　

こ
の
事
業
は
、
日
米
両
国
の

架
け
橋
と
し
て
活
躍
し
た
弁
護

士
、
故
村
瀬
二
郎
氏
の
遺
志
を

継
ぎ
、
日
米
交
流
の
担
い
手
と

な
る
若
者
が
ア
メ
リ
カ
の
空
気

に
触
れ
、多
く
の
人
と
交
流
し
、

米
国
社
会
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
村
瀬
二
郎
記

念
奨
学
事
業
」
と
し
て
、
寄
附

に
よ
り
支
え
ら
れ
開
催
し
た
。

　

キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ

州
知
事
は
12
日
の
記
者
会
見

で
、
自
身
が
基
底
細
胞
が
ん
、

い
わ
ゆ
る
皮
膚
が
ん
の
診
断
を

受
け
た
こ
と
を
発
表
し
た
。
同

知
事
は
、
数
週
間
前
に
受
け
た

定
期
検
診
で
医
師
が
「
鼻
に
、

見
え
な
い
ほ
ど
の
極
小
さ
い
斑

点
」
を
見
つ
け
た
と
し
、
13
日

朝
に
局
部
麻
酔
で
除
去
治
療
を

行
い
、
１
時
間
後
に
は
鼻
に
絆

創
膏
を
貼
っ
て
仕
事
に
戻
る
と

話
し
た
。
ま
た
今
回
の
診
断
を

機
会
に
、
家
族
に
皮
膚
疾
患
の

病
歴
が
あ
る
場
合
は
特
に
定
期

検
診
を
受
け
る
よ
う
呼
び
か
け

「
米
疫
病
予
防
管
理
セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
に
よ
る
と
、
１
日

当
た
り
約
６
０
０
万
人
が
皮
膚

が
ん
の
診
断
を
受
け
て
い
る
。

現
状
を
賢
明
に
理
解
し
、
日
焼

け
止
め
を
欠
か
さ
な
い
よ
う

に
」
と
話
し
た
。
知
事
を
診
察

し
た
メ
イ
ヨ
ー
・
ク
リ
ニ
ッ
ク

は
、
皮
膚
が
ん
は
主
に
過
度
の

紫
外
線
露
出
が
原
因
の
悪
性
腫

瘍
で
、
他
の
部
位
に
転
移
す
る

確
率
は
低
い
と
話
し
て
い
る
。

　

旅
行
予
約
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
カ
ヤ
ッ
ク
は
、
世
界
の
主

要
都
市
の
食
事
代
や
ホ
テ
ル

代
、
航
空
券
（
ア
メ
リ
カ
発
）

の
平
均
価
格
、
治
安
や
文
化
的

施
設
の
数
な
ど
を
分
析
し
、「
一

人
旅
に
適
し
て
い
る
世
界
の
都

市
ラ
ン
キ
ン
グ
」を
発
表
し
た
。

　

１
位
に
選
ば
れ
た
の
は
ド
イ

ツ
の
首
都
ベ
ル
リ
ン
で
、
人
口

10
万
人
当
た
り
12
・
43
か
所
の

美
術
館
・
劇
場
・
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
が
あ
る
ほ
か
、
平
均
ホ

テ
ル
料
金
は
１
５
２
ユ
ー
ロ

（
約
１
６
９
ド
ル
）、
１
食
当
た

り
の
消
費
額
は
28
ユ
ー
ロ
（
約

31
ド
ル
）
と
比
較
的
リ
ー
ズ
ナ

ブ
ル
。
２
位
と
３
位
に
は
、
カ

ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
と
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し

た
。
ア
メ
リ
カ
に
近
い
こ
と
、

航
空
券
が
安
い
こ
と
が
両
都
市

を
上
位
に
押
し
上
げ
た
よ
う

だ
。バ
ン
ク
ー
バ
ー
は
ホ
テ
ル
、

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
は
安
全
面
の

評
価
が
ト
ッ
プ
だ
っ
た
。
ト
ッ

プ
10
ま
で
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
次

の
通
り
。
４
位
パ
リ
、
５
位
ミ

ラ
ノ
、
６
位
ダ
ブ
リ
ン
、
７
位

ト
ロ
ン
ト
、
８
位
ド
バ
イ
、
９

位 

メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
、
10
位

ロ
ン
ド
ン
。

最
も
一
人
旅
に

向
い
て
い
る
都
市

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
森

美
樹
夫
大
使
は
16
日
夕
、
大
使

公
邸
で
、
近
く
離
任
帰
国
す
る

遠
藤
彰
首
席
領
事
と
後
任
と
し

て
首
席
領
事
に
就
任
し
た
森
和

也
前
広
報
セ
ン
タ
ー
長
の
新
旧

首
席
領
事
交
代
披
露
パ
ー
テ
ィ

ー
を
開
い
た
。
当
日
は
、
佐
藤

貢
司
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
会
長
、
ジ

ョ
シ
ュ
ア
・
Ｗ
・
ウ
オ
ー
カ
ー
・

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
理

事
長
ら
約
１
０
０
人
余
り
の
日

米
招
待
客
と
歓
談
し
た
。

招
待
客
に
挨
拶
す
る
右
か
ら
森
大
使
、

遠
藤
元
首
席
領
事
、
森
新
首
席
領
事

新
旧
首
席
領
事
交
代
披
露

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
公
邸
で

ワシントン DCでは山田重夫駐米大使を表敬訪問

NYではホームレスシェルターでボランティア

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com


地
球
の
課
題
に
触
れ
る
。
ま

た
、
ク
ジ
ラ
店
の
常
連
客
で
あ

る
『
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
』
の
監

督
・
樋
口
真
嗣
も
出
演
し
「
ク

ジ
ラ
と
ゴ
ジ
ラ
の
関
係
」
を
語

（5）　　 ［社　会］ 2024年（令和 6年））9月 21日（土）

米
国
で
初
上
映
へ

ク
ジ
ラ
食
を
化
学
的
に
分
析

 ラーメンや寿司、
ステーキに

ライオンズクラブ通信
ニューヨーク日系ライオンズクラブでは地域社会や
世界への貢献のためさまざまな活動しています。

■ニューヨーク日系ライオンズクラブ主催
　第4回秋のファミリーピクニックデー
 （アップルピッキング＆BBQ）
ウエストチェスター北部の美しい自然を満
喫。湖を見下ろす広々とした美しい芝生の
丘、特大グリルでの BBQ.。子供の遊戯施設も
あり、家族みんなで楽しめる。清潔なトイレ
も完備。
開催日：10月5日（土） 
雨天決行（BBQは屋根付き）現地集合

 （A）アップルピッキング (10:30-12:00) 入場無料
場所：Stuart’s Fruit Farm 
62 Granite Spring Rd, Granite Springs, 
NY10527
https://stuartsfarm.com/
参加費：無料

 （B）ピクニック BBQ（12:30-15:00）
会場： Franklin D. Roosevelt (F.D.R.) New York 
State Park
2957 Crompond Road, Yorktown Heights, NY 
10598 
参加費：12 歳以上 25 ドル、7～12 歳 15 ド
ル、7 歳未満 無料
＊（A）（B）の片方だけの参加も可
申し込み＆問い合わせ：Eメール info@nyjalc.org

The New York Japanese-American Lions Club
www.nyjalc.org

　

誰
が
見
て
も
上
出
来
だ
っ
た

討
論
会
の
カ
マ
ラ
・
ハ
リ
ス
で

し
た
が
、
両
者
の
支
持
率
の
変

化
は
ほ
ぼ
な
く
、
州
に
よ
っ
て

は
逆
に
ト
ラ
ン
プ
が
伸
び
た
り

と
、
つ
ま
り
は
ト
ラ
ン
プ
vs
反

ト
ラ
ン
プ
の
こ
の
選
挙
、
有
権

者
の
心
づ
も
り
は
ほ
ぼ
も
う
動

か
な
い
の
で
し
ょ
う
。
反
ト
ラ

ン
プ
派
は
ハ
リ
ス
の
出
来
に
こ

れ
で
良
し
と
安
堵
し
、
ト
ラ
ン

プ
派
は
ハ
リ
ス
は
事
前
に
質
問

を
知
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
と

自
分
に
言
い
聞
か
せ
た
。
だ
か

ら
犬
や
猫
が
ハ
イ
チ
移
民
に
食

わ
れ
て
い
る
と
暴
言
し
て
も
、

フ
ロ
リ
ダ
の
ゴ
ル
フ
場
で
の
再

び
の
暗
殺
未
遂
事
件
が
起
き
て

も
そ
う
は
影
響
な
し
。
総
得
票

数
で
は
ま
た
反
ト
ラ
ン
プ
票
が

圧
倒
す
る
で
し
ょ
う
が
、
州
ご

と
の
選
挙
人
獲
得
数
で
は
、
こ

の
分
で
は
ト
ラ
ン
プ
が
辛
勝
す

る
か
、
あ
る
い
は
ハ
リ
ス
が
大

勝
す
る
か
の
ど
ち
ら
か
だ
ろ
う

と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
（
つ
ま

り
よ
く
わ
か
ら
な
い
）。

　

討
論
会
の
ハ
リ
ス
は
、
８
年

前
の
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン

の
時
よ
り
も
ト
ラ
ン
プ
の
出
方

を
知
っ
て
い
た
こ
と
が
功
を
奏

し
ま
し
た
。
当
時
す
で
に
ト
ン

デ
モ
男
だ
っ
た
ト
ラ
ン
プ
に
対

し
て
ク
リ
ン
ト
ン
は
常
に
「
上

か
ら
目
線
」
で
呆
れ
顔
、
う
ん

ざ
り
顔
で
し
た
が
、
ハ
リ
ス
は

呆
れ
て
み
せ
る
よ
り
時
に
軽
や

か
に
笑
い
飛
ば
し
、
時
に
深
刻

に
、
そ
し
て
時
に
悲
し
い
顔
を

し
て
み
せ
た
。
男
た
ち
の
女
性

嫌
悪
を
刺
激
せ
ず
、
結
果
、「
嫌

な
女
」
へ
の
ガ
ラ
ス
の
天
井
の

補
強
を
避
け
た
。
勝
算
は
そ
こ

に
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

８
年
前
に
始
ま
っ
た
ト
ラ
ン

プ
政
権
の
せ
い
で
全
米
で
人
種

差
別
事
案
が
増
え
、
事
実
や
歴

史
へ
の
否
定
と
攻
撃
が
増
え
、

連
邦
判
事
の
大
規
模
な
保
守
派

入
れ
替
え
の
進
行
で
司
法
が
偏

り
だ
し
ま
し
た
。

　

老
齢
の
ト
ラ
ン
プ
は
す
で
に

論
理
的
な
思
考
が
で
き
な
く
な

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
４
年

を
経
て
ま
た
第
二
次
ト
ラ
ン
プ

政
権
が
誕
生
す
る
と
な
る
と
、

次
に
は
全
て
が
ト
ラ
ン
プ
に
よ

る
こ
の
４
年
間
へ
の
復
讐
に
舞

台
が
進
み
ま
す
。

　

第
一
次
政
権
の
時
に
は
存
在

し
た
保
守
本
流
の
共
和
党
の
政

治
家
た
ち
は
す
で
に
い
ま
せ

ん
。
第
一
次
政
権
の
閣
僚
た
ち

も
多
く
が
ク
ビ
を
切
ら
れ
距
離

を
置
く
現
在
、
ト
ラ
ン
プ
を
後

ろ
か
ら
羽
交
締
め
し
て
で
も
止

め
よ
う
と
い
う
豪
胆
者
は
す
で

に
な
く
、
代
わ
り
に
「
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
２
０
２
５
」
を
書
い
た

よ
う
な
極
端
な
リ
バ
タ
リ
ア
ン

や
男
性
主
義
者
や
白
人
優
位
主

義
者
だ
け
が
乗
り
込
ん
で
く
る

専
制
政
権
と
な
る
│
│
そ
ん
な

危
機
感
と
悲
壮
感
と
恐
怖
が
民

主
党
支
持
の
、
特
に
女
性
た
ち

や
人
種
的
及
び
性
的
少
数
者
た

ち
を
ハ
リ
ス
支
持
に
駆
り
立
て

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
そ
こ
に
加

わ
る
、ハ
リ
ス
を
嫌
悪
し
な
い
、

非
男
性
主
義
の
男
た
ち
の
票
、

４
年
前
か
ら
の
新
規
有
権
者

１
７
０
０
万
人
ほ
ど
の
若
者
票

の
多
寡
、
プ
ラ
ス
、
そ
う
し
た

政
治
色
と
は
別
の
、
中
間
浮
動

層
を
引
き
寄
せ
る
経
済
動
向
、

生
活
指
標
が
勝
敗
の
カ
ギ
と
な

る
。

　

実
は
投
票
半
月
前
の
10
月
18

〜
20
日
の
３
日
間
、
フ
ロ
リ
ダ

州
マ
イ
ア
ミ
ガ
ー
デ
ン
ズ
で
テ

イ
ラ
ー
・
ス
ウ
ィ
フ
ト
が
「
フ

ロ
リ
ダ!!!

」
を
含
む
新
作
ア

ル
バ
ム
を
引
っ
提
げ
大
規
模
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
す
。
ハ
リ

ス
が
大
勝
す
る
か
、
と
い
う
私

の
予
想
に
は
、
こ
れ
が
オ
ク
ト

ー
バ
ー
・
サ
プ
ラ
イ
ズ
と
な
れ

ば
と
い
う
前
提
条
件
付
き
で

す
。
な
に
せ
若
者
を
中
心
に

３
億
人
も
の
イ
ン
ス
タ
・
フ
ォ

ロ
ワ
ー
を
持
つ
彼
女
の
こ
と
、

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
や
ジ
ョ
ー
ジ

ア
、
そ
し
て
フ
ロ
リ
ダ
を
ハ
リ

ス
寄
り
に
動
か
す
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

も
っ
と
も
、
ハ
リ
ス
の
民
主

党
が
政
権
を
維
持
し
た
と
し
て

も
、
所
詮
「
リ
ベ
ラ
ル
戦
争
ロ

ビ
ー
」
の
し
が
ら
み
や
パ
ッ
ク

ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
の
幻
想
か

ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
イ
ス
ラ
エ
ル
も
ウ
ク
ラ
イ

ナ
も
明
確
な
解
決
策
は
存
在
し

な
い
。
た
だ
と
り
あ
え
ず
今
の

「
民
主
主
義
の
ア
メ
リ
カ
」
と

い
う
幻
想
に
し
が
み
つ
く
こ
と

が
、
反
ト
ラ
ン
プ
層
の
「
蜘
蛛

の
糸
」
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。

　

次
に
何
が
起
き
る
か
全
く
予

測
不
能
続
き
で
こ
こ
ま
で
来
た

今
回
の
選
挙
。
こ
の
ま
ま
無
難

に
投
票
に
こ
ぎ
つ
け
ら
れ
る
の

か
。
当
選
者
が
す
ん
な
り
と
政

権
移
行
で
き
る
の
か
。
予
測
不

能
は
ま
だ
続
き
ま
す
。

（
武
藤
芳
治
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
）

こ
こ
に
来
て
ま
だ
予
測
不
能

　

映
画
製
作
・
配
給
を
行
う
合

同
会
社
八
木
フ
ィ
ル
ム
（
代

表
：
八
木
景
子
、
東
京
都
渋

谷
区
）
に
よ
る
、「
ク
ジ
ラ
を

捕
獲
す
る
こ
と
が
環
境
に
良

い
」
と
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
『
鯨
の
レ
ス
ト
ラ

ン
〜SDGs

と
ク
ジ
ラ
〜
（
英

語

名
：Whale Restaurant 

〜Inconvenient Food

〜
）』

が
Ｎ
Ｙ
市
内
２
か
所
で
上
映

さ
れ
る
。
八
木
景
子
監
督
は
、

２
０
１
０
年
に
ア
カ
デ
ミ
ー
賞

を
受
賞
し
イ
ル
カ
漁
を
批
判
し

た
映
画『
ザ
・
コ
ー
ヴ
』に
対
し
、

反
論
映
画
と
し
て
話
題
と
な

っ
た
『Behind THE COVE

』

（
２
０
１
５
年
）
を
製
作
。
前

作
か
ら
８
年
か
け
て
完
成
さ
せ

た
今
作
で
は
、
前
作
で
描
き
き

れ
な
か
っ
た
「
ク
ジ
ラ
食
が
ど

う
い
っ
た
も
の
か
」
と
「
ク
ジ

ラ
の
科
学
デ
ー
タ
」
を
描
い
て

い
る
。

　

日
本
で
有
名
な
ク
ジ
ラ
料
理

店
を
舞
台
に
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
で
、
ク
ジ
ラ
食
と

料
理
店
で
の
様
子
を
初
め
て
写

る
。
出
演
は
、
谷
光
男
（
鯨
レ

ス
ト
ラ
ン
の
シ
ェ
フ
）、
ユ
ー

ジ
ン
・
ラ
ポ
ワ
ン
ト
（
ワ
シ
ン

ト
ン
条
約
元
事
務
局
長
）、
ジ

ュ
ヌ
ビ
エ
ー
ヴ
・
デ
ス
ポ
ー
テ

ス
（NAMMCO

事
務
局
長
・

科
学
者
）、
加
藤
秀
弘
（
東
京

海
洋
大
学
名
誉
教
授
）
ほ
か
。

　

会
場
は
、
21
日
（
土
）
午
後

５
時
か
ら
が
ハ
ー
レ
ム
の
ア

ポ
ロ
シ
ア
タ
ー
（
西
１
２
５

丁
目
２
５
３
番
地
、https://

www.apollotheater.org/
event/whale-restaurant-
inconvenient-food

）、
27
日

（
金
）
か
ら
10
月
３
日
（
木
）

ま
で
が
ビ
レ
ッ
ジ
・
イ
ー
ス

ト
シ
ネ
マ
（
２
番
街
１
８
１

-

１
８
９
番
地
、https://

angelikafilmcenter.com/

）

に
て
。
上
映
後
は
、
八
木
監
督

に
よ
る
来
場
者
と
の
質
疑
応
答

も
行
わ
れ
る
。

国内でクジラを引き上げる様子

映画「鯨のレストラン」

し
だ
し
た
。
国
際
的
に
活
躍

す
る
科
学
者
も
出
演
し
、
現

代
に
お
け
る
「
タ
ン
パ
ク
源
」

の
問
題
、
地
球
温
暖
化
や
化

石
燃
料
、
二
酸
化
炭
素
な
ど

大将と常連の「シン・ゴジラ」樋口真嗣監督

mailto:info@jaany.org
https://stuartsfarm.com/
mailto:info@nyjalc.org
http://www.nyjalc.org
https://angelikafilmcenter.com/
https://angelikafilmcenter.com/
https://angelikafilmcenter.com/
https://www.apollotheater.org/event/whale-restaurant-inconvenient-food


2024年（令和 6年）9月 21日（土） ［総　合］　　（6）

 おだいじに
 ニューヨーク生活における
メンタルヘルスケア（45）

　

Ａ
さ
ん
は
今
年
、
ご
両
親
を

相
次
い
で
亡
く
さ
れ
ま
し
た
。

葬
儀
等
を
終
え
て
日
本
か
ら
戻

り
、
日
常
生
活
を
再
開
。
寂
し

さ
や
悲
し
み
を
感
じ
な
が
ら
も

同
僚
や
友
人
に
支
え
ら
れ
、
思

っ
た
よ
り
も
元
気
な
の
に
部
屋

を
片
付
け
る
元
気
が
出
な
い
そ

う
で
す
。
主
治
医
の
診
断
で
は

健
康
状
態
は
良
好
な
の
に
と
、

不
安
に
な
り
来
院
さ
れ
ま
し

た
。

　

ご
両
親
の
他
界
や
そ
の
後
の

体
験
を
淡
々
と
話
さ
れ
る
Ａ
さ

ん
か
ら
は
何
故
か
感
情
が
伝
わ

っ
て
来
ま
せ
ん
。「
突
飛
な
話

で
す
が
」
と
前
置
き
を
し
て
、

部
屋
の
様
子
に
居
住
者
の
心
理

状
態
が
現
れ
る
こ
と
を
説
明
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ご
両
親
と

の
死
別
の
衝
撃
を
受
け
止
め
き

れ
な
い
Ａ
さ
ん
が
黙
殺
し
て
い

る
感
情
が
部
屋
の
状
態
と
し
て

表
面
化
し
て
い
る
の
で
は
？
と

問
い
か
け
ま
し
た
。

　

自
身
の
処
理
能
力
を
超
え
た

強
い
衝
撃
を
受
け
た
時
、
私
た

ち
の
本
能
は
一
時
的
に
知
覚
を

麻
痺
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
日
々
の
生

活
の
継
続
や
、
長
距
離
走
者
の

42
・
１
９
５
キ
ロ
の
完
走
を
可

能
に
し
ま
す
。
で
す
が
、
確
実

に
発
生
し
て
い
る
感
情
や
疲
労

の
ケ
ア
を
怠
る
と
無
気
力
や
故

障
等
の
症
状
と
し
て
浮
上
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

Ａ
さ
ん
に
は
、1
日
に
一
度
、

ご
両
親
を
悼
む
時
間
を
提
案
し

ま
し
た
。
グ
リ
ー
フ
ワ
ー
ク
は

複
雑
に
な
り
が
ち
で
す
。
客
観

的
に
状
況
を
判
断
し
適
切
に
お

手
伝
い
で
き
る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

へ
の
ご
相
談
を
お
勧
め
し
ま

す
。

（
真
壁
弘
子
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
公
認
臨
床
心

理
療
法
士
、LCSW,CASAC

保
持
）

グ
リ
ー
フ
ワ
ー
ク

　

こ
ん
に
ち
は
。
今
回
は
、
水

素
が
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
に
ど
の

よ
う
に
影
響
を
与
え
る
か
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。
ア
レ
ル

ギ
ー
体
質
の
方
々
に
と
っ
て
、

季
節
の
変
わ
り
目
や
特
定
の
環

境
で
の
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
は
大

き
な
悩
み
の
種
で
す
。
水
素
が

こ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
緩
和

す
る
可
能
性
に
つ
い
て
探
り
ま

す
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
は
、
免
疫

シ
ス
テ
ム
が
過
剰
に
反
応
し
て

し
ま
う
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。

水
素
は
抗
酸
化
作
用
を
持
ち
、

体
内
の
炎
症
を
抑
え
る
こ
と
で

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
の
軽
減
に
寄

与
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
研

と
で
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
軽
減

さ
れ
た
と
い
う
声
を
多
く
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
特
に
、
水
素

水
を
日
常
的
に
飲
む
こ
と
で
、

花
粉
症
や
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
ア
レ

ル
ギ
ー
の
症
状
が
改
善
さ
れ
た

と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
水
素
吸
入
を
続
け
る
こ
と

で
ア
レ
ル
ギ
ー
の
発
作
が
減
っ

た
と
い
う
体
験
談
も
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
皮
膚
の

ア
レ
ル
ギ
ー
に
は
水
素
風
呂
が

非
常
に
効
果
的
で
、
痒
み
や
赤

み
が
和
ら
い
だ
と
い
う
お
客
様

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
れ

以
外
に
水
素
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を

摂
取
す
る
と
い
う
方
法
も
あ
り

ま
す
。

　

私
の
家
族
も
ア
レ
ル
ギ
ー
体

質
で
、
季
節
の
変
わ
り
目
に
は

特
に
鼻
が
詰
ま
り
頭
痛
で
苦
労

し
て
い
ま
し
た
が
、
水
素
を
取

り
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

は
、
症
状
が
か
な
り
緩
和
さ
れ

ま
し
た
。
水
素
水
、水
素
吸
入
、

水
素
風
呂
、
水
素
サ
プ
リ
全
て

取
り
入
れ
て
お
り
ま
す
が
、
水

素
吸
入
だ
け
で
も
頭
痛
を
和
ら

げ
る
助
け
と
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
方
々
が

水
素
の
効
果
を
実
感
し
、
生
活

の
質
が
向
上
し
て
い
る
の
を
見

て
、
水
素
が
日
常
生
活
に
役
立

つ
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

水
素
が
ど
う
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質

に
貢
献
で
き
る
か
、
興
味
が
あ

（
16
）
水
素
と
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応

　

本
紙
に
「
米
語
ウ
ォ
ッ
チ
」

を
連
載
中
の
旦
英
夫
さ
ん
が
12

日
、
日
系
人
会
ホ
ー
ル
で
「
米

国
の
今
を
映
す
・
米
語
ウ
ォ
ッ

チ
」
と
題
し
て
講
演
会
を
開
い

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士

で
文
筆
業
も
手
が
け
る
旦
さ
ん

が
、
配
布
資
料
に
基
づ
き
約
10

の
言
葉
や
言
葉
か
ら
見
え
て
く

る
米
国
社
会
に
つ
い
て
、
会
場

に
質
問
を
投
げ
か
け
な
が
ら
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
、
約
50
人

が
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

　

旦
さ
ん
は
前
日
に
行
わ
れ
た

大
統
領
選
挙
の
討
論
会
の
内

容
に
触
れ
、「
ベ
イ
ト
（bate

）

し
た
、
つ
ま
り
、
う
ま
く
誘
い

出
し
て
愚
か
な
こ
と
を
言
わ
せ

た
」
と
い
う
言
葉
が
各
メ
デ
ィ

ア
の
報
道
で
目
立
っ
た
と
解

説
。
ま
た
デ
ィ
ベ
ー
ト
直
後
に

歌
手
の
テ
イ
ラ
ー
・
ス
イ
フ
ト

が
猫
を
抱
い
た
写
真
を
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
に
出
し
た
こ
と
の
意

味
や
影
響
力
に
つ
い
て
も
触
れ

た
。
新
し
い
言
葉
や
古
く
か
ら

あ
る
が
意
味
が
変
わ
っ
て
使
わ

れ
て
い
る
言
葉
な
ど
、
言
葉
を

探
す
の
が
大
変
だ
と
話
し
、「
面

白
い
言
葉
を
見
つ
け
た
ら
ぜ
ひ

教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
聴
衆
に

呼
び
か
け
て
い
た
。　

　

旦
さ
ん
は
先
月
『
米
語
ウ
ォ

ッ
チ
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
エ
デ
ィ
タ
ー

ズ
・
グ
ル
ー
プ
刊
）
を
出
版
、

紀
伊
國
屋
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
店
で

は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
。
同
講
演
会
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
が
主
催
す

る
第
18
回
秋
の
ヘ
ル
ス
・
フ
ェ

ア
の
一
環
。（
小
味
か
お
る
、

写
真
も
）

る
方
は
ぜ
ひ
試
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

森
脇
静
香
：「easeNY

」
代
表
：

Ｎ
Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
州
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
腸
内
洗
浄

療
法
士
免
許
。
２
０
０
１
年

「easeNY

」開
業
。
実
演
講
義
・

講
演
、
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
に
ゲ
ス

ト
出
演
。ウ
エ
ル
ネ
ス
を
追
求
、

水
素
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
に
尽
力

中
。

究
に
よ
れ
ば
、
水
素
を
摂
取
す

る
こ
と
で
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が

緩
和
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

私
の
サ
ロ
ン
の
お
客
様
の
中

に
も
、
水
素
を
取
り
入
れ
る
こ

　

世
界
を
舞
台
に
活
躍
中
の
僧

侶
、
松
本
紹
圭
氏
に
よ
る
特
別

座
談
会
・
懇
親
会
が
９
月
29

日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら
４
時

ま
で
開
催
さ
れ
、
一
般
参
加
者

を
募
っ
て
い
る
。
会
場
は
ト
ン

プ
ソ
ン
・
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
・
Ｎ
Ｙ
・
バ
イ
・
ハ
イ
ア
ッ

ト
を
予
定
。
松
本
氏
は
東
京
大

学
哲
学
科
卒
、
イ
ン
ド
商
科
大

学
院
（
Ｉ
Ｓ
Ｂ
）
で
Ｍ
Ｂ
Ａ
を

取
得
後
、
現
在
は
産
業
僧
／

Ancestorist

と
し
て
活
躍
し
、

武
蔵
野
大
学
客
員
教
授
、
未
来

の
住
職
塾
代
表
、
株
式
会
社 Interbeing

代
表
取
締
役
も
務

め
て
い
る
。
世
界
経
済
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
ダ
ボ
ス
会
議
）
の
「
ヤ

ン
グ
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ

ー
ズ
」
の
一
人
で
、
今
月
末
の

国
連
総
会
に
合
わ
せ
て
開
催
さ

れ
る
「
持
続
可
能
な
開
発
イ
ン

パ
ク
ト
会
合
」
に
参
加
の
た
め

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
れ
る
。

　

松
本
氏
の
著
書
『
お
坊
さ
ん

が
教
え
る
こ
こ
ろ
が
整
う
掃
除

の
本
』
は
世
界
17
か
国
語
以
上

に
翻
訳
さ
れ
、
同
氏
が
翻
訳
し

た
ロ
ー
マ
ン
・
ク
ル
ツ
ナ
リ
ッ

ク
著
『
グ
ッ
ド
・
ア
ン
セ
ス
タ

ー　

わ
た
し
た
ち
は
「
よ
き
祖

先
」
に
な
れ
る
か
』
も
多
く

の
人
に
読
ま
れ
て
い
る
。
ま

た
、「
フ
ォ
ー
ブ
ス
ジ
ャ
パ
ン
」

２
０
２
３
年
６
月
号
で
は
「
い

ま
注
目
す
べ
き
「
世
界
を
救
う

希
望
」
１
０
０
人
」
に
選
出
さ

れ
た
。

　

当
日
は
、
家
族
（
子
ど
も
）

同
伴
も
可
能
。
参
加
費
は
無

料
。28
日
ま
で
に
要
事
前
予
約
。

参
加
申
し
込
み
や
問
い
合
わ

せ
は
Ｅ
メ
ー
ル 489please@

gmail.com 

ま
で
。

世
界
舞
台
に
活
躍
す
る
僧
侶

松
本
紹
圭
氏
特
別
座
談
会
29
日

「
米
語W

atch

」
の
旦
さ
ん

言
葉
か
ら
時
勢
を
読
み
説
く

　

米
国
か
ら
の
訪
日
観
光
と
消

費
額
、
そ
し
て
相
互
交
流
の
拡

大
を
更
に
推
進
す
る
た
め
に
、

観
光
庁
主
催
・
農
林
水
産
省
共

催
に
よ
り
、
関
係
省
庁
、
Ｊ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
、
Ｊ
Ｆ
Ｏ

Ｏ
Ｄ
Ｏ
、
博
覧
会
協
会
な
ど
の

関
係
機
関
が
連
携
し
た
オ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
で
の
訪
日
観
光
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
23

日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
で
開

催
さ
れ
る
。
日
米
観
光
交
流
年

の
今
年
、
日
本
の
観
光
・
食
・

お
酒
な
ど
の
魅
力
を
紹
介
す
る

ほ
か
来
年
開
催
さ
れ
る
大
阪
・

関
西
万
博
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。
当

日
は
米
国
で
も
著
名
な
日
本
人

の
元
力
士
、
小
錦
八
十
吉
さ
ん

に
よ
る
訪
日
観
光
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
、
体
験
観
光
を
紹
介

す
る
ブ
ー
ス
出
展
、
日
本
の
食

材
を
使
用
し
た
料
理
や
、
日
本

の
お
酒
を
提
供
す
る
ブ
ー
ス
出

展
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

岩
手
県
選
出
参
議
院
議
員

補
欠
選
挙
在
外
投
票
実
施　

　

参
議
院
岩
手
県
選
出
議
員
の

補
欠
選
挙
に
伴
う
在
外
公
館
投

票
が
10
月
12
日
（
土
）
実
施
さ

れ
る
。
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
岩
手
県
内
の
市
町
村

の
在
外
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
、在
外
選
挙
人
証
を
持
つ
人
。

告
示
日
は
10
月
10
日
（
木
）。

国
内
投
票
日
10
月
27
日
（
日
）。

在
外
公
館
投
票
時
間
は
午
前
９

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

投
票
に
必
要
な
も
の
は
在
外
選

挙
人
証
、
旅
券
等
の
身
分
証
明

書
。
来
館
予
約
は
不
要
。

訪
日
旅
行
と
消
費
拡
大

Ｎ
Ｙ
で
観
光
庁
が
Ｐ
Ｒ

https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://michaeldunnlaw.com
http://rblpartners.com/
http://myriverside.net/home
http://www.yamagatadental.net/
https://www.hondag.com
mailto:489please@gmail.com
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日
系
企
業
に
と
っ
て
の
Ｄ
Ｅ
Ｉ（
そ
の
１
）

クイックUSA

187

民
族
の
人
々
が
建
設
し
た
国
で

は
な
い
か
ら
で
す
。
い
ま
で
も

98
％
以
上
の
国
民
は
日
本
人

で
、
単
一
民
族
の
国
で
あ
る
と

い
っ
て
も
未
だ
過
言
で
は
な
い

の
が
日
本
で
す
の
で
、Equity

つ
ま
り
公
正
性
と
い
う
の
は
平

等
性
の
意
識
の
強
い
日
本
で
は

な
か
な
か
根
付
き
に
く
い
概
念

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

Equity

と
い
う
と
、
日
本
で

はEquality

（
平
等
性
）
と
同

じ
に
考
え
て
し
ま
う
傾
向
が
あ

る
よ
う
で
す
。 

　

一
方
の
ア
メ
リ
カ
は
多
民
族

の
人
々
が
寄
り
集
ま
っ
て
企
業

も
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

Ｄ
＆
Ｉ
だ
け
で
は
や
は
り
不
十

分
で
、
そ
こ
に
Ｅ
のEquity

の
概
念
が
入
っ
て
き
て
、
三
身

一
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。
む
し

ろ
、
ア
メ
リ
カ
で
の
企
業
の
運

営
の
中
に
お
い
て
は
Ｅ
が
最
も

重
要
で
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
Ｅ
に
よ
り
多
く
の
焦
点
を

絞
り
、
経
営
投
資
も
Ｅ
に
移
行

し
て
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
職

場
で
働
く
（
特
に
女
性
や
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
）
人
々
の
潜
在
的

能
力
が
活
性
化
さ
れ
、
従
業
員

の
高
い
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を

社
内
で
実
現
す
る
こ
と
が
出
来

る
の
だ
ろ
う
と
い
え
ま
す
。
Ｅ

を
重
要
課
題
で
あ
る
と
企
業
が

認
め
る
の
は
、
そ
の
企
業
が
す

で
に
Ｄ
＆
Ｉ
を
あ
る
程
度
達
成

し
て
き
て
い
る
か
ら
だ
と
い
え

ま
す
。
よ
っ
て
す
べ
て
こ
の
3

つ
の
頭
文
字
を
同
時
進
行
的
に

達
成
で
き
る
と
考
え
る
の
は
絵

に
描
い
た
餅
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
点
、
日
本
企
業
の
多
く

は
ま
だ
Ｄ
＆
Ｉ
が
よ
う
や
く
尻

尾
に
つ
い
た
ば
か
り
の
段
階
に

あ
り
ま
す
の
で
、
急
に
Ｅ
を
目

指
せ
と
い
う
の
は
順
番
が
逆
だ

と
言
わ
れ
て
も
仕
方
な
い
か
と

存
じ
ま
す
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ

に
あ
る
日
系
企
業
で
も
状
況
に

大
き
な
違
い
は
な
い
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。
多
民
族
国
家
の
ア
メ

リ
カ
に
進
出
し
て
企
業
経
営
さ

れ
て
い
る
日
系
企
業
の
多
く

は
、
お
題
目
を
唱
え
る
ほ
ど
に

は
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
実
践
し
て
い
る
と
こ

ろ
は
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、
ご
く

一
部
の
大
手
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

大
手
企
業
に
は
、
外
国
籍
従
業

員
も
い
ま
す
し
、
彼
ら
の
出
身

国
も
多
彩
で
す
。
何
よ
り
も
豊

富
な
人
的
資
源
を
有
し
て
い
ま

す
の
で
、
Ｄ
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
は
ア
メ
リ
カ
の
大
手
日
系
企

業
で
は
自
ず
と
つ
い
て
ま
い
り

ま
す
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
の
中

に
あ
っ
て
は
決
し
て
大
手
と
は

呼
べ
な
い
中
小
の
日
系
企
業
で

は
Ｄ
さ
え
も
見
劣
り
す
る
と
こ

ろ
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
中

に
は
、
ア
メ
リ
カ
に
進
出
し
て

以
来
、
日
本
人
だ
け
で
人
的
資

源
を
固
め
て
い
る
中
小
の
日
系

企
業
も
散
見
さ
れ
る
次
第
で

す
。

　

ア
メ
リ
カ
に
進
出
し
て
も
タ

ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
、
ア
メ
リ
カ
に
あ
る
日
系
企

業
や
現
地
に
住
ま
わ
れ
る
日
本

人
だ
け
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
確
か
に

　

い
ま
や
ア
メ
リ
カ
の
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

中
に
あ
り
ま
し
て
は
、
Ｄ

Ｅ

Ｉ
（Diversity,Equity & 

Inclusion

）
は
す
で
に
市
民

権
を
得
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
が
、
日
本
の
企
業
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
お
か
れ
ま
し
て
、
昨
今

は
い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う

か
。
感
覚
的
に
で
は
あ
り
ま
す

が
、
日
本
で
は
Ｄ
＆
Ｉ
と
い
う

表
現
の
仕
方
が
ま
だ
幅
を
利
か

せ
て
い
る
よ
う
で
す
。
真
ん

中
の
Ｅ
（Equity

）
が
ま
だ
日

本
で
は
な
か
な
か
ピ
ン
と
こ
な

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
と
は
違

っ
て
国
の
生
い
立
ち
が
海
を
渡

っ
て
新
天
地
に
移
っ
て
き
た
多

シ
ナ
モ
ン
製
品
か
ら
鉛

ト
ラ
イ
ス
テ
イ
ト
で
販
売

日
本
人
だ
け
の
ス
タ
ッ
フ
で
固

め
て
経
営
し
て
い
く
と
い
う
の

は
合
理
的
で
あ
り
、
十
分
理
解

は
で
き
ま
す
。
で
す
が
、
恐
ら

く
そ
れ
で
は
現
状
維
持
の
ま
ま

で
や
っ
て
い
け
る
の
が
せ
い
ぜ

い
で
あ
っ
て
、
新
た
な
市
場
や

客
層
を
開
拓
し
て
い
く
と
い
う

機
運
に
は
な
か
な
か
つ
な
が
ら

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ア
メ
リ
カ
は
優
に
日
本
の

3
倍
以
上
の
人
口
を
持
つ
国
で

す
。
そ
れ
を
ご
く
微
少
な
ア
メ

リ
カ
に
い
る
日
本
人
マ
ー
ケ
ッ

ト
だ
け
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
維
持

し
て
い
く
と
い
う
だ
け
で
は
い

ず
れ
ジ
リ
貧
に
陥
っ
て
い
く
こ

と
は
あ
る
程
度
覚
悟
し
て
い
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（つ

づ
く
）

酒
井 

謙
吉　

Pacifi c Dreams, Inc. CEO
www.919usa.com

　

非
営
利
団
体
コ
ン
シ
ュ
ー
マ

ー
・
レ
ポ
ー
ト
は
12
日
、
12
ブ

ラ
ン
ド
の
香
辛
料
シ
ナ
モ
ン
と

ガ
ラ
ム
マ
サ
ラ
な
ど
の
混
合
香

辛
料
に
高
レ
ベ
ル
の
鉛
含
有
が

見
つ
か
っ
た
と
い
う
調
査
結
果

を
発
表
し
た
。
同
団
体
は
、
消

費
者
に
向
け
て
製
品
と
サ
ー
ビ

ス
の
審
査
情
報
を
提
供
し
て
い

る
。
報
告
に
よ
る
と
、
検
査
し

た
36
ブ
ラ
ン
ド
の
う
ち
12
ブ
ラ

ン
ド
で
１
ｐ
ｐ
ｍ
以
上
の
鉛
を

確
認
し
、
最
も
含
有
量
が
高
か

っ
た
の
は
イ
ン
ド
の
パ
ラ
ス
・

ス
パ
イ
ス
社
の
シ
ナ
モ
ン
パ
ウ

ダ
ー
の
３
・
52
ｐ
ｐ
ｍ
だ
っ
た
。

　

米
環
境
保
護
庁
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）

に
よ
る
と
、
特
に
子
供
の
場
合

は
少
量
で
も
鉛
が
体
内
に
蓄
積

さ
れ
る
と
神
経
系
を
損
傷
し
、

学
習
障
害
や
低
身
長
、
聴
力
障

害
、
形
成
障
害
、
血
球
の
機
能

障
害
を
及
ぼ
す
可
能
性
も
あ

る
。
米
食
品
医
薬
品
局
（
Ｆ
Ｄ

Ａ
）
は
昨
秋
、
エ
ク
ア
ド
ル
産

の
シ
ナ
モ
ン
を
使
っ
た
３
ブ
ラ

ン
ド
の
子
供
向
け
の
パ
ウ
チ
入

り
の
ア
ッ
プ
ル
ソ
ー
ス
か
ら
約

２
３
０
０
〜
５
１
０
０
ｐ
ｐ
ｍ

と
極
め
て
高
い
レ
ベ
ル
の
鉛
が

検
出
さ
れ
た
こ
と
を
発
表
し
、

そ
の
後
今
年
８
月
の
最
新
の
報

告
書
で
、
最
高
３
・
93
ｐ
ｐ
ｍ

の
鉛
含
有
量
を
確
認
し
た
10
種

類
の
シ
ナ
モ
ン
製
品
を
公
表
し

た
。
多
く
の
業
者
は
自
主
回
収

を
行
っ
た
が
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
に
は
業

者
に
自
主
回
収
を
義
務
づ
け
る

権
限
は
な
い
と
い
う
。

　

同
局
は
香
辛
料
の
鉛
含
有
量

に
関
す
る
規
制
は
設
け
て
い
な

い
が
、
今
年
、
シ
ナ
モ
ン
の
鉛

の
最
高
含
有
量
を
２
・
５
ｐ
ｐ

ｍ
に
設
定
す
る
こ
と
検
討
し
て

い
る
と
伝
え
た
。
一
方
Ｎ
Ｙ
州

は
米
国
で
唯
一
、
香
辛
料
内
の

金
属
類
含
有
を
規
制
し
て
お

り
、
最
高
含
有
値
を
１
2
ｐ
ｐ

ｍ
と
厳
し
く
定
め
て
い
る
。
今

回
鉛
含
有
が
確
認
さ
れ
た
製
品

は
、
ト
ラ
イ
ス
テ
ー
ト
（
Ｎ

Ｙ
、
Ｎ
Ｊ
、
Ｃ
Ｔ
州
）
と
オ
ン

ラ
イ
ン
の
食
料
品
店
12
店
で
販

売
さ
れ
て
い
た
。
同
団
体
は
公

式
サ
イ
ト
の
記
事
（https://

www.consum
erreports.

org/health/food-
contam

inants/high-
lead-levels-in-cinnamon-
pow

ders-and-spice-
mixtures-a4542246475/

）

で
、
鉛
含
有
量
示
し
た
「
使
っ

て
は
い
け
な
い
ブ
ラ
ン
ド
」、

推
定
で
き
る
１
日
当
た
り
摂
取

量
を
示
し
た
「
使
っ
て
も
大
丈

夫
な
ブ
ラ
ン
ド
」
と
「
安
全
な

ブ
ラ
ン
ド
」、
３
項
目
で
検
査

対
象
の
製
品
写
真
を
掲
載
し
て

い
る
。

　

今
月
10
日
に
開
幕
し
た
第
79

回
国
連
総
会
に
伴
い
、
Ｎ
Ｙ
市

内
の
特
定
の
道
路
は
最
終
日
の

24
日
ま
で
通
行
止
め
に
な
っ
て

お
り
、
渋
滞
は
本
部
会
場
の
ミ

ッ
ド
タ
ウ
ン
・
イ
ー
ス
ト
周
辺

だ
け
で
な
く
広
範
囲
に
及
ん
で

い
る
。
Ｎ
Ｙ
市
警（
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
）

は
、
期
間
中
は
で
き
る
だ
け
公

共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
よ
う

呼
び
か
け
て
い
る
。

　

通
行
止
め
の
道
路
に
関

し
て
は
Ｎ
Ｙ
市
公
式
サ

イ

トhttps://www.nyc.
gov/htm

l/dot/htm
l/

home/home.shtml

の

Mortorists&Parking
の
ペ
ー

ジ
を
参
照
す
る
。

国
連
総
会
に
伴
う
通
行
止
め

　
株
式
会
社
メ
ル
カ
リ
の
グ
ル

ー
プ
会
社
で
あ
るM

ercari, 
Inc.

︵
本
社
・
米
国
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
︶
は
全
米
で
数
百
万

人
が
つ
な
が
り
、
新
品
や
中
古

品
を
売
買
し
て
い
る
オ
ン
ラ
イ

ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
の
Ｕ

Ｓ
版
メ
ル
カ
リ
に
お
い
て
新

機
能
﹁M

ercari 

× Japan

﹂

を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
越

境
販
売
を
通
じ
て
、
何
百
万
人

も
の
﹁
メ
ル
カ
リ
﹂
の
顧
客
が

出
品
し
た
日
本
版
メ
ル
カ
リ
の

商
品
を
Ｕ
Ｓ
版
メ
ル
カ
リ
か
ら

購
入
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
。

　
同
社
に
よ
る
と
日
本
版
メ
ル

カ
リ
で
は
、
こ
れ
ま
で
越
境
Ｅ

Ｃ
事
業
者
累
計
70
社
以
上
と
連

携
し
、
世
界
１
１
０
か
国
以
上

の
国
・
地
域
の
顧
客
に
﹁
メ
ル

カ
リ
﹂
で
の
買
い
物
を
楽
し
ん

で
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
。
今

回
の
Ｕ
Ｓ
版
メ
ル
カ
リ
と
の
連

携
を
通
じ
て
、
よ
り
多
く
の
米

国
の
顧
客
に
日
本
の
商
品
を
購

入
し
て
も
ら
う
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
メ
ル
カ
リ
グ
ル
ー

プ
全
体
で
﹁
新
た
な
価
値
を
生

み
だ
す
世
界
的
な
マ
ー
ケ
ッ
ト

プ
レ
イ
ス
を
創
る
﹂
こ
と
を
目

指
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
マ
ー
ケ

ッ
ト
展
開
を
進
め
た
い
と
し
い

る
。
近
年
、
Ｕ
Ｓ
版
メ
ル
カ
リ

で
は
日
本
製
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ア
イ
テ
ム
の
取
引
が
急
速
に
広

が
っ
て
お
り
、漫
画︵
45
％
増
︶、

バ
ン
ダ
イ
製
品
︵
１
０
０
％

増
︶、サ
ン
リ
オ
製
品
︵
１
６
０

％
増
︶
や
ソ
ニ
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル

な
ど
の
人
気
が
急
上
昇
し
て
い

る
と
い
う
。

　
今
回
の
連
携
に
よ
り
、
こ
う

し
た
日
本
版
メ
ル
カ
リ
の
商
品

を
Ｕ
Ｓ
版
メ
ル
カ
リ
上
で
簡
単

に
閲
覧
し
、
チ
ャ
ッ
ト
で
の
や

り
と
り
を
含
む
、
購
入
ま
で
の

プ
ロ
セ
ス
を
全
て
英
語
で
行
う

こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
日
本

版
メ
ル
カ
リ
の
出
品
者
は
、
こ

れ
ま
で
通
り
の
配
送
方
法
と
配

送
料
で
の
取
引
が
可
能
。
人
気

商
品
の
例
は
、
レ
ゴ
、
ハ
ロ
ー

キ
テ
ィ
や
ポ
ケ
モ
ン
な
ど
の
お

も
ち
ゃ
、
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
、

マ
ー
ベ
ル
、O

N
E

 PIE
C

E

や

ポ
ケ
モ
ン
な
ど
の
レ
ア
で
懐
か

し
い
フ
ィ
ギ
ュ
ア
、
日
本
メ
ー

カ
ー
の
ゲ
ー
ム
機
や
テ
レ
ビ
ゲ

ー
ム
ソ
フ
ト
、
付
属
品
や
懐
か

し
い
お
も
ち
ゃ
な
ど
。
詳
細

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
：w

w
w

.
m

ercari.com
/japandrops

Ｎ
Ｙ
の
地
下
鉄
で
宣
伝
す
る
メ
ル
カ
リ
（
本
紙
撮
影
）

Ｕ
Ｓ
版
メ
ル
カ
リ
が
ス
タ
ー
ト

日
本
版
商
品
購
入
米
国
で
可
能
に

mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://kkobo.com/
https://on-timelimo.com/
https://www.maxjob.com/
tel:2122136069
http://www.nyseikatsu.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.mercari.com/japandrops
http://www.mercari.com/japandrops
http://www.mercari.com/japandrops
http://www.mercari.com/japandrops
https://www.consumerreports.org/health/food-contaminants/high-lead-levels-in-cinnamon-powders-and-spice-mixtures-a4542246475/
https://www.nyc.gov/html/dot/html/home/home.shtml%E3%81%AEMortorists&Parking
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秋
田
県
出
身
。
２
０
０
８
年

に
バ
ン
タ
ン
デ
ザ
イ
ン
研
究
所

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
攻

へ
入
学
。
主
に
レ
デ
ィ
ー
ス
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
を

学
ん
だ
。
卒
業
後
、
東
京
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
（
現
：Rakuten 

Fashion Week TOKYO

）
参

加
ブ
ラ
ン
ド
に
て
レ
デ
ィ
ー
ス

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
従
事
。

２
０
１
２
年
に
自
身
の
ブ
ラ
ン

ド
「CIVIATELIER

」
を
開
始

し
た
。

 

三
代
目 J SOUL BROTHERS

２
０
１
５
年
ラ
イ
ブ
ツ
ア
ー

で
、DOBERMAN INFINITY

の
一
部
衣
装
へ
の
起
用
を
き
っ

か
け
に
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
問

わ
ず
、
俳
優
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
、 

お
笑
い
芸
人
、 

モ
デ
ル
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
著
名
人
に
着

用
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
７
年
Ｋ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
ア

イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
Ｇ

Ｏ
Ｄ
７
の
ア
ル
バ
ム 

「TURN 
UP

」
の
Ｐ
Ｖ
と
ア
ル
バ
ム
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
に
も
衣
装
が
採
用
さ

れ
た
ほ
か
２
０
２
３
年
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
ツ
ア
ー
でKIDINK, 

HARDHEAD
が
ツ
ア
ー
中
に

田
中
さ
ん
が
手
が
け
た
リ
メ
イ

ク
ア
イ
テ
ム
を
着
用
、
Ｎ
Ｂ
Ａ

の
試
合
の
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
で 

KIDINK

が
リ
メ
イ
ク
フ
ー
デ

ィ
を
着
用
し
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
披
露
、
Ｎ
Ｙ
出
身
の
ラ
ッ

パ
ー
、
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

で
あ
るCash Cobain

に
リ
メ

イ
ク
ア
イ
テ
ム
の
衣
装
を
提
供

す
る
な
ど
着
々
と
頭
角
を
出
し

始
め
て
い
る
。

　
「
日
本
に
住
ん
で
い
る
と
な

か
な
か
海
外
へ
来
る
き
っ
か
け

が
な
い
。
海
外
に
行
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
理
由
、
目
的
を
作

り
に
来
米
し
た
」
と
い
う
。
高

校
時
代
は
サ
ッ
カ
ー
部
で
全
国

大
会
で
選
手
と
し
て
活
躍
。
卒

業
後
は
日
立
製
作
所
に
入
社
し

た
が
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
仕
事

が
ど
う
し
て
も
し
た
く
て
、
親

や
先
輩
に
は
反
対
さ
れ
た
が
退

社
し
、
不
動
産
会
社
に
転
職
し

て
営
業
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
に

な
り
な
が
ら
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

で
自
分
が
望
む
世
界
で
生
き
る

道
を
探
す
夢
は
諦
め
ず
に
バ
ン

タ
ン
デ
ザ
イ
ン
で
基
礎
を
身
に

つ
け
た
努
力
家
だ
。

　

現
在
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
主

に
日
本
向
け
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売

や
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で

の
販
売
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
の
ビ
ン
テ
ー
ジ
衣
装
店

で
店
に
あ
る
素
材
な
ど
を
使
用

し
て
服
作
り
や
顧
客
の
リ
ペ
ア

を
し
て
い
る
。
将
来
は
今
や
っ

て
る
服
作
り
の
延
長
線
で
、
日

本
の
学
生
や
若
い
世
代
に
向
け

て
リ
メ
イ
ク
で
貢
献
す
る
こ
と

だ
と
い
う
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

CIVIATELIER(シヴィアトリエ)
デザイナー

田中恵介さん

古
着
リ
メ
イ
ク
で
Ｎ
Ｙ
で
活
躍

前史雄　沈金平棗「菊露」

　
大
西
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
、
日
本
美
術
専
門
）

とKOGEI USA

（
日
本
の
伝

統
工
芸
振
興
を
目
的
と
す
る

米
国
非
営
利
美
術
団
体
）
は
、

「The Spirit of Noto: Urushi 
Artists of Wajima

（
能
登
の

魂
：
輪
島
の
漆
芸
作
家
だ
ち
）」

と
「W

aves of Resilience

（
復
興
の
波
）」
の
2 

つ
の
展

覧
会
を
10 

月
1 

日
か
ら
25 

日
ま
で
開
催
す
る
。
大
西
ギ

ャ
ラ
リ
ー
の
新
し
い
ア
ッ
パ

ー
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
の
会
場

（
東
79
丁
目
16
番
地
）
の
お
披

露
目
も
兼
ね
て
い
る
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は

10
月
１
日
（
火
）
午
後
６
時

か
ら
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
６
９
５
・
８
０
３
５
、

Ｅ

メ

ー

ル nana@
onishigallery.com 

詳

細

は
ウ
エ
ブ
サ
イ
トwww.

onishigallery.com

能
登
復
興
展
を
開
催

大
西
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
10
月
１
日
か
ら

https://sobaya.square.site/
https://e-kaigo.net/
mailto:kyoko5japan@gmail.com
http://newyork-apartment-realestate.com
https://artofhaiku.org/
https://nyseikatsu.com/gallery/
https://giip-global.com/ja/
https://www.takesushi.us/
http://www.onishigallery.com
http://www.onishigallery.com
http://www.onishigallery.com
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日
本
の
詩
歌
、
書
道
、
絵
画

を
一
面
の
掛
け
軸
や
巻
物
上
に

表
現
し
た
作
品
「
完
璧
な
３
つ

（Three Perfections

）：
メ
ア

リ
ー
＆
チ
ェ
イ
ニ
ー
・
カ
ウ
ル

ズ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
」
と

美
術
館
秘
蔵
品
、
合
わ
せ
て

１
０
０
点
以
上
の
展
示
が
８
月

10
日
か
ら
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美

術
館
で
始
ま
り
、
来
年
５
月
に

作
品
を
入
れ
替
え
て
８
月
ま
で

続
く
。作
品
は
中
世
を
中
心
に
、

約
千
年
に
渡
っ
て
創
作
さ
れ
た

も
の
を
選
び
、
脇
に
置
か
れ
た

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵

品
の
陶
磁
器
や
竹
細
工
は
日
本

の
文
人
が
親
し
ん
だ
中
国
式
の

煎
茶
文
化
を
反
映
し
て
い
る
。

　

同
館
日
本
美
術
キ
ュ
レ
ー
タ

ー
の
ジ
ョ
ン
・
Ｔ
・
カ
ー
ペ
ン

タ
ー
氏
は
「
完
璧
な
３
つ
の
概

念
は
古
代
中
国
に
ま
で
遡
り
、

東
ア
ジ
ア
全
域
の
芸
術
家
や

作
家
に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

私
た
ち
は
こ
の
用
語
（Three 

Perfections

）
を
、
中
世
前
後

日
本
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
表

現
方
法
を
含
む
広
い
意
味
で
使

用
し
て
い
ま
す
。
時
に
は
、
１

人
の
芸
術
家
が
絵
画
の
横
に
魅

力
的
な
書
道
で
詩
を
刻
む
こ
と

で
も
表
現
さ
れ
ま
す
。
あ
る
い

は
、
詩
、
書
道
、
絵
画
が
そ
れ

ぞ
れ
別
の
人
物
に
よ
っ
て
1 

つ
の
作
品
に
ま
と
め
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
」
と
話
し
た
。

こ
れ
ら
の
寄
贈
品
の
ほ
と
ん
ど

は
詩
的
な
碑
文
や
東
ア
ジ
ア
の

日
本
の
詩
歌
、
書
道
、

絵
画
を
一
面
に
表
現
し
た

「
完
璧
な
３
つ
」
の
展
示
が

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

で
開
催

古
典
文
学
の
参
照
を
特
徴
と
し

て
お
り
、
東
ア
ジ
ア
で
重
要
な

芸
術
形
式
で
あ
る
当
館
所
蔵
品

の
書
道
作
品
に
も
つ
な
が
る
。

　

日
本
装
飾
美
術
担
当
キ
ュ
レ

ー
タ
ー
の
モ
ニ
カ
・
ビ
ン
チ
ク

氏
は
「
煎
茶
文
化
は
、
絵
画
や

書
道
と
同
様
に
、
中
国
と
日
本

を
結
ぶ
知
的
芸
術
活
動
の
中
心

で
し
た
。
メ
ア
リ
ー
＆
チ
ェ
イ

ニ
ー
・
カ
ウ
ル
ズ
は
、
厳
選
さ

れ
た
日
本
の
陶
磁
器
も
集
め
ま

し
た
。
そ
の
多
く
は
、
そ
の
絵

画
や
書
道
に
代
表
さ
れ
る
ス
タ

イ
ル
や
テ
ー
マ
を
深
め
る
も
の

で
す
」
と
語
っ
た
。

（
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
今
井
絹
江
、

写
真
も
）

　

健
康
保
持
に
役
立
つ
と
の
こ

と
で
、
私
は
近
所
で
の
散
歩
を

日
課
に
し
て
い
る
。

　

こ
こ
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ヒ
ル
ズ

は
地
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
緑
が

多
く
て
、
閑
静
な
住
宅
地
。
個

人
の
家
ば
か
り
で
、
各
々
の
前

庭
な
ど
に
各
種
の
花
や
野
菜
を

植
え
て
い
る
。

　

土
曜
日
の
昼
下
が
り
、
ア
ジ

ア
系
の
家
主
が
ス
コ
ッ
プ
片
手

に
前
庭
の
手
入
れ
を
し
て
い
る

姿
が
あ
っ
た
。
ご
近
所
さ
ん
だ

が
、
こ
の
人
と
は
初
対
面
、
思

い
切
っ
て
声
を
か
け
た
。
ち
ょ

う
ど
犬
の
散
歩
中
の
知
人
、
ア

メ
リ
カ
女
性
が
通
り
か
か
っ

た
。

　
「
一
年
中
お
庭
の
お
花
を
楽

し
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す

よ
。
春
に
は
見
事
な
藤
の
花
房

ク
イ
ー
ン
ズ
だ
よ
り　
『
カ
メ
ラ
散
歩
』

『
ご
近
所
の
庭
か
ら
我
が
家
の
窓
辺
へ
』

で
し
た
よ
」
と
私
。
彼
女
も
同

感
の
様
子
で
、
中
国
系
の
こ
の

男
性
と
の
立
ち
話
に
加
わ
っ

た
。

　

ち
ょ
う
ど
赤
紫
蘇
が
た
く
さ

ん
見
え
る
。
勇
気
を
出
し
て
、

彼
に
聞
い
て
み
た
。

　
「
そ
れ
、
食
べ
る
ん
で
す
よ

ね
」

　
「
韓
国
の
人
は
ご
飯
に
巻
い

て
食
べ
る
ら
し
い
よ
」

　
「
私
は
日
本
人
で
す
け
ど
、

美
味
し
い
で
す
よ
」

　
「WEED

（
雑
草
）
だ
か
ら
、

引
き
抜
く
つ
も
り
だ
よ
」

　
「
え
ー
？
も
ら
っ
て
い
い
で

す
か
。
家
に
鉢
が
あ
る
か
ら
植

え
ま
す
け
ど
」
と
私
。

　
「
あ
ー
、
い
い
よ
」
と
手
元

の
ス
コ
ッ
プ
で
２
．
３
株
掘
っ

て
下
さ
っ
た
。

　
「
欲
し
か
っ
た
ら
、
ま
た
ど

う
ぞ
」
と
彼
。

　
「
謝
謝
シ
ェ
シ
ェ
！
」、「
再

会
ツ
ア
イ
チ
ェ
ン
！
」
と
私
。

　

ま
た
、
他
の
ご
近
所
さ
ん
の

庭
で
は
、
食
べ
頃
に
な
っ
た
イ

チ
ジ
ク
（
無
花
果
）、
り
ん
ご
、

海
棠
り
ん
ご
（
食
べ
ら
れ
な
い

と
か
）
な
ど
。
そ
し
て
、
ピ
ー

マ
ン
、
し
し
唐
、
ト
マ
ト
な
ど

が
育
っ
て
い
る
。

　

思
い
が
け
ず
、
ミ
ニ
国
際
交

流
（
ち
ょ
っ
と
大
げ
さ
？
）
の

感
が
あ
る
、
昼
下
が
り
の
散
歩

だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

大
西　

鏡
子

http://www.jwsny.org
http://ariyoshiny.com
tel:5168833500
https://japaneseschool.org
https://hanamarumart.us/
tel:18778852726
https://japanvillage.com/
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10
月
6
日
（
日
）
午
後
4
時

か
ら
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
教
会

（
西
66
丁
目
１
５
２
番
地
、
ブ

ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
と
ア
ム
ス
テ
ル

街
の
間
）
で
行
わ
れ
る
戦
後

80
周
年
に
向
け
た
平
和
コ
ン

サ
ー
ト
「Voices for Peace, 

Sounds for Joy

」
に
、
日
本

ク
ラ
ブ
混
声
コ
ー
ラ
ス
部
（
芸

術
監
督
：
伊
藤
玲
阿
奈
）
が
、

Japan Choral Harm
ony 

TOMO

（
音
楽
監
督
：
上
井
雅

代
）
と
共
に
出
演
す
る
。
こ
の

コ
ン
サ
ー
ト
は
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
リ
・
メ
ン
バ
ー
」（
総
監
督
：

伊
藤
玲
阿
奈
）
が
企
画
し
、
Ｎ

Ｙ
州
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「Japanese 

Cultural Exchange

」
と
の
共

催
で
開
催
さ
れ
る
。

　

出
演
は
、
グ
ラ
ミ
ー
賞
受
賞

の
小
川
慶
太
（
打
楽
器
奏
者
）、

阿
部
公
美
（
ピ
ア
ノ
）
ほ
か
。

伊
藤
氏
は
「
出
演
者
の
皆
さ
ん

に
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
邦
楽

の
名
曲
ま
で
、
心
に
調
和
と
喜

び
を
呼
び
起
こ
す
音
楽
を
選
ん

で
も
ら
い
ま
し
た
」
と
コ
メ
ン

ト
し
て
い
る
。

　

入
場
料
は
25
ド
ル
（
一
般
販

売
は
限
定
30
席
）。
問
い
合
わ

せ
・
チ
ケ
ッ
ト
購
入
は
Ｅ
メ
ー

ルriccs.office@gmail.com

（
岩
永
さ
ん
）
ま
で
。

日本クラブ混声コーラス部　芸術監督　伊藤玲阿奈
Japan Choral Harmony TOMO

音楽監督　上井雅代

平和コンサートに出演
日本クラブ混声コーラスとTOMO

　

伊
藤
さ
ち
よ
舞
踊
団
舞
踊
教

室
は
28
日
（
土
）
正
午
か
ら
午

後
１
時
ま
で
、
日
本
舞
踊
ト
ラ

イ
ア
ル
・
レ
ッ
ス
ン
を
開
催
す

る
。
当
日
は
、
舞
踊
基
本
動
作

や
舞
扇
の
使
い
方
、
歌
舞
伎
舞

踊
の
作
品
紹
介
な
ど
を
学
ぶ
。

着
物
、
浴
衣
、
帯
を
持
参
の
場

合
は
ス
タ
ジ
オ
で
着
替
え
可

能
。
浴
衣
を
持
っ
て
い
な
い
場

合
は
事
前
に
連
絡
す
る
と
借
り

る
こ
と
が
で
き
る
。
足
袋
を
持

っ
て
い
な
い
人
は
木
綿
の
靴
下

を
持
参
す
る
。
舞
扇
は
ス
タ
ジ

オ
に
て
用
意
さ
れ
る
。
舞
台
経

験
の
あ
る
人
は
ダ
ン
ス
ジ
ャ
パ

ン
メ
ン
バ
ー
と
し
て
２
０
２
５

年
春
季
公
演
桜
祭
り
他
に
参
加

す
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。

　

会
場
は
、
伊
藤
さ
ち
よ

舞
踊
団
ス
タ
ジ
オ
（
西
23

丁
目
４
０
５
番
地
、
電
話

２
１
２
・
６
２
７
・
０
２
６
５
）。

問
い
合
わ
せ
・
参
加
申
し
込

み
は
27
日
ま
で
に
Ｅ
メ
ー
ル

sachiyoitoandcompany@
gmail.com

ま
で
。

伊藤さちよ舞踊団舞踊教室
日本舞踊トライアル・レッスン参加者募集

http://www.easeny.com/
https://www.bozubrooklyn.com/
https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/senkyo/vote.html
mailto:489please@gmail.com
https://hinomaru-limo.com/
mailto:riccs.office@gmail.com
mailto:riccs.office@gmail.com
mailto:riccs.office@gmail.com
mailto:riccs.office@gmail.com
mailto:sachiyoitoandcompany@gmail.com
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『
記
・
紀
』
に
て
存
在
が
薄

い
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト(

伊
弉

諾
尊)

の
子
、
三
貴
神
の
１
人

ツ
キ
ヨ
リ
ノ
ミ
コ
ト(

月
夜
見

尊)

が
『
日
本
書
記
』
の
神
代

紀
に
は
じ
め
て
活
動
を
見
せ
る

場
面
は
、
保
食
神
の
ウ
ケ
モ
チ

ノ
カ
ミ(

伏
見
稲
荷
大
社
祭
神

の
筆
頭
ウ
カ
ノ
ミ
タ
マ
ノ
カ
ミ

と
同
神)

が
現
わ
れ
、
そ
の
口

か
ら
は
き
だ
し
た
も
の
で
、国
・

海
・
山
か
ら
幾
多
の
食
物
や
蚕

が
生
じ
、
穀
物
は
田
植
え
し
て

蚕
は
口
に
ふ
く
ん
で
糸
を
ひ
き

だ
し
た
と
こ
ろ
あ
た
り
だ
。
こ

れ
は
地
上
生
活
を
送
る
う
え
で

不
可
欠
な
農
業
と
養
蚕
の
起
源

に
値
す
る
。
ち
な
み
に
、
繭
を

口
の
中
に
ふ
く
み
温
め
う
る
お

し
て
糸
口
を
取
り
糸
を
引
き
だ

す
原
始
的
な
製
法
は
、
日
本
最

古
の
歴
史
を
有
す
る
茨
城
県
の

結
城
紬
の
製
法
と
一
致
す
る
点

が
多
い
。
さ
て
、
月
の
運
行
に

よ
っ
て
判
断
す
る
太
陰
暦
に
基

づ
く
季
節
や
天
候
に
よ
る
種
ま

き
や
苗
う
え
な
ど
植
物
栽
培
の

端
緒
を
開
い
た「
夜
の
食
国（
お

す
く
に)

を
治
め
る
」
ツ
キ
ヨ

リ
ノ
ミ
コ
ト
を
祖
神
と
し
て
祀

る
の
は
、
宇
佐
神
宮(

４
万
社

あ
る
八
幡
総
本
宮)

を
司
る
菟

狭(

う
さ)

族
。
古
語
に
あ
る

「
食
国
政
申
大
夫
」(

お
す
く

に
ま
つ
り
ご
と
を
も
う
す
君)

と
い
う
名
詞
は
、
政
務
を
天
皇

に
申
し
上
げ
る
人
の
こ
と
で
大

臣
を
さ
し
て
い
う
呼
び
名
だ
。

皇
室
が
先
祖
に
対
し
て
祭
祀
を

お
こ
な
う
日
本
最
高
格
の
神
社

は
「
二
所
宗
廟(

に
し
ょ
そ
う

び
ょ
う)

」
と
い
い
、
現
在
は

伊
勢
神
宮
と
岩
清
水
八
幡
宮
だ

が
、
奈
良
・
平
安
時
代
ま
で
は

宇
佐
神
宮
が
伊
勢
神
宮
以
上
に

重
要
視
さ
れ
て
い
た
宗
廟
で
、

聖
武
天
皇
の
時
代
に
奈
良
の
大

仏
鋳
造
の
際
や
、
皇
位
継
承
の

と
き
な
ど
は
宇
佐
神
宮
の
託
宣

で
も
の
ご
と
を
決
め
て
い
た
。

そ
の
宇
佐
神
宮
下
宮
に
て
毎
日

神
饌
米
を
炊
き
上
宮
に
献
げ
る

御
炊
殿(

み
か
し
ぎ
で
ん)

を

預
っ
て
い
た
の
は
、
伊
勢
神
宮

三
神
主
の
祖
先
神
の
ア
メ
ノ
ム

ラ
ク
モ
ノ
の
命
で
祭
神
は
ウ
カ

ノ
ミ
タ
マ
の
神
だ
。

　

と
こ
ろ
で
「
崇
神
紀
」
に
よ

る
と
諸
事
情
に
よ
り
ア
マ
テ
ラ

ス
は
宮
廷
の
外
に
遷
さ
れ
た
の

ち
、
皇
大
神
宮(

内
宮)

と
豊

受
大
神
宮(

外
宮)

の
２
つ
か

ら
な
る
伊
勢
神
宮
に
鎮
座
さ
れ

た
。
ア
マ
テ
ラ
ス
大
神
が
ト
ヨ

ウ
ケ
大
神
の
神
坐
の
前
で
調
理

さ
れ
た
神
田
の
御
稲
を
食
べ

る
「
宵
明
け
の
大
御
饌(

お
お

み
け)

」
の
儀
は
、
伊
勢
神
宮

の
神
嘗
祭
で
最
も
重
要
視
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
を
主
る
ト
ヨ
ウ

ケ
大
神
は
伊
勢
神
宮
の
『
延
暦

儀
式
帳
』
に
「
下
宮
に
鎮
座
し

給
う
ウ
カ
ノ
ミ
タ
マ
ノ
ミ
コ

ト
」
と
記
さ
れ
て
い
る
、
五
穀

豊
穣
か
ら
実
り
あ
る
人
生
を
導

い
て
く
れ
る
神
で
あ
る
。
そ
れ

を
表
し
た
ペ
ン
ダ
ン
ト
富
饒

(FUJOU)

が
最
後
に(

株)

ク

ロ
ス
フ
ォ
ー
か
ら
で
た
。

　

津
延
美
衣

（
つ
の
べ
み

え
）
＝
Ｎ
Ｙ

州
立
大
学
Ｆ

Ｉ
Ｔ
卒
業
。

米
国
宝
石
学
会
鑑
定
士
。
運
命

学
・
自
然
医
学
・
ア
ロ
マ
テ
ラ

ピ
ー
・
食
文
化
等
の
知
識
を
生

か
し
、
健
康
で
楽
し
く
感
動
的

な
人
生
を
描
く
プ
ラ
ン
ナ
ー
・

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
兼
ジ
ュ
エ
リ
ー

ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。
美
時
間
代

表
。
ブ
ロ
グ
：http//mijikan.

blogspot.com/

（株）クロスフォー　
ペンダント富饌（FUJOU）
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山
梨
と
宝
石

「
日
本
の
神
々
『
ウ
カ
ノ
ミ
タ
マ
の
カ
ミ
（
宇
迦
之
御
霊
神
）』
３
」
53

　

あ
る
年
の
冬
、
夕
方
５
時
半

頃
、
住
宅
街
を
ひ
と
り
で
地
下

鉄
の
駅
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い

た
。
辺
り
は
す
っ
か
り
暗
い
。

ポ
シ
ェ
ッ
ト
を
コ
ー
ト
の
上
か

ら
斜
め
に
か
け
、
ポ
ケ
ッ
ト
に

手
を
入
れ
て
い
た
。
こ
れ
か
ら

ア
メ
リ
カ
人
の
友
人
と
会
っ

て
、
映
画
を
観
に
行
く
と
こ
ろ

だ
っ
た
。

　

突
然
、
右
手
の
後
ろ
に
あ
っ

た
ポ
シ
ェ
ッ
ト
が
、
勢
い
よ
く

引
き
ち
ぎ
ら
れ
た
。
振
り
向
く

と
、
私
の
背
後
か
ら
誰
か
が
車

道
の
真
ん
中
に
止
め
て
あ
る
車

に
向
か
っ
て
疾
走
し
て
い
く
。

私
は
何
も
考
え
ず
に
、
そ
の
男

を
追
っ
た
。

　

車
に
乗
り
込
み
、
走
り
去
ろ

う
と
し
て
い
る
。
運
転
席
の
窓

が
開
い
て
い
た
の
で
、
私
は
窓

枠
に
両
手
で
し
が
み
つ
き
、
そ

の
黒
人
の
男
に
向
か
っ
て
怒
鳴

っ
た
。

　

返
し
な
さ
い
よ
！

　

男
は
無
言
だ
っ
た
。

　

返
し
て
よ
、
私
の
で
し
ょ
！　

　

私
は
繰
り
返
し
、
叫
ん
だ
。

　

男
が
ア
ク
セ
ル
を
踏
ん
で
、

車
を
走
ら
せ
た
。

　

私
は
そ
れ
以
上
、
し
が
み
つ

い
て
い
ら
れ
な
く
な
り
、
手
を

離
し
た
。

　

車
は
暗
闇
に
走
り
去
っ
て
い

っ
た
。

　

無
我
夢
中
だ
っ
た
か
ら
、
恐

怖
は
ま
っ
た
く
感
じ
な
か
っ

た
。

　

ポ
シ
ェ
ッ
ト
に
は
財
布
や
ア

パ
ー
ト
の
鍵
が
入
っ
て
い
た
。

何
よ
り
も
悔
し
か
っ
た
の
が
、

紺
の
革
の
財
布
を
盗
ら
れ
た
こ

と
だ
っ
た
。
当
時
、
つ
き
合
っ

て
い
た
夫
が
、
誕
生
日
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
も
の
だ
。

　

友
人
と
は
連
絡
が
取
れ
な
か

っ
た
の
で
、
地
下
鉄
に
乗
っ
て

待
ち
合
わ
せ
場
所
に
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
近
く
の
韓
国

人
経
営
の
食
料
雑
貨
店
に
行
っ

て
事
情
を
話
し
、
必
ず
返
す
か

ら
と
地
下
鉄
の
運
賃
だ
け
借
り

た
。

　

そ
の
足
で
、
地
下
鉄
の
駅
の

す
ぐ
近
く
に
あ
る
警
察
へ
被
害

届
を
出
し
に
行
っ
た
。
聞
か
れ

る
ま
ま
に
、
状
況
を
詳
し
く
説

明
し
た
。

　

私
の
言
葉
に
、
白
人
の
刑
事

は
白
目
を
む
い
た
。

　

何
だ
っ
て
？　

君
、
車
に
し

が
み
つ
い
て
い
た
の
か
。
信
じ

ら
れ
な
い
や
つ
だ
な
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
刑
事

に
、
私
の
無
謀
な
行
為
は
理
解

し
が
た
い
ら
し
い
。

　

銃
を
持
っ
て
い
た
ら
、
撃
た

れ
て
い
た
ぞ
。
命
が
助
か
っ
た

だ
け
で
、
あ
り
が
た
い
と
思
え

よ
。
そ
う
い
う
と
き
は
、
相
手

が
ほ
し
い
も
の
は
さ
っ
さ
と
く

れ
て
や
る
も
ん
だ
。

　

犯
罪
者
に
協
力
せ
よ
、
と
刑

事
に
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
、

素
直
に
う
な
ず
け
な
い
。

　

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
抵
抗
す

る
と
は
、
財
布
に
は
さ
ぞ
、
大

金
が
入
っ
て
い
た
ん
だ
ろ
う
な

あ
。

　

刑
事
が
気
の
毒
そ
う
に
聞

く
。

　

い
っ
た
い
、
い
く
ら
入
っ
て

い
た
ん
だ
？

　

そ
う
聞
か
れ
て
、
取
り
調
べ

な
の
で
、
仕
方
な
く
答
え
る
。

　

５
ド
ル
で
す
。

刑
事
の
誘
惑

岡
田 

光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

　

た
っ
た
、
5
ド
ル
？

　

こ
れ
か
ら
、
銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

で
引
き
出
す
と
こ
ろ
だ
っ
た
ん

で
す
。

　You’re amazing!

　

君
は
た
ま
げ
た
や
つ
だ
！

　

取
り
調
べ
が
終
わ
る
と
、
刑

事
が
言
っ
た
。

　

君
、
今
度
、
僕
と
デ
ー
ト
し

な
い
か
。

　

私
の
度
胸
に
ホ
レ
た
に
違
い

な
い
。

　

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、「
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
」
シ
リ
ー
ズ

第
３
弾
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔

法
の
こ
と
ば
』
に
収
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

https://www.amazon.
co.jp/dp/4167717220

　

Ｎ
Ｙ
州
公
式
の
観
光
情
報

サ
イ
トI LOVE NY

は
今
年

も
、
各
地
の
最
新
の
紅
葉
状
況

を
地
図
上
で
知
る
こ
と
が
で

き
る
サ
イ
ト
（https://www.

iloveny.com/things-to-do/
fall/foliage-report/

）
を
開

設
し
た
。
現
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
た
ち
が
伝
え
る
最
新
情
報
が

毎
週
地
図
上
で
更
新
さ
れ
、
ま

だ
紅
葉
が
始
ま
っ
て
い
な
い
地

域
は
「
緑
」、
始
ま
っ
た
ば
か

り
は「
黄
色
」ピ
ー
ク
は「
赤
」、

ピ
ー
ク
過
ぎ
は
「
茶
色
」
の
６

段
階
の
葉
っ
ぱ
の
色
で
確
認
で

き
る
。
同
州
北
部
の
ア
デ
ィ
ロ

ン
ダ
ッ
ク
や
キ
ャ
ッ
ツ
キ
ル
、

サ
ウ
ザ
ン
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド-

シ
ー
ウ
エ
ー
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
・

サ
ラ
ト
ガ
、
セ
ン
ト
ラ
ル
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
、
フ
ィ
ン
ガ
ー
レ
イ

ク
ス
、
グ
レ
ー
タ
ー
・
ナ
イ
ア

ガ
ラ
で
は
す
で
に
葉
の
色
が
変

わ
り
始
め
て
い
る
。
ま
た
今
年

は
情
報
誌
「
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
」

と
提
携
し
、
お
す
す
め
の
紅
葉

の
名
所
を
７
か
所
厳
選
し
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
電
車
で
か
か

る
時
間
、
グ
ル
メ
、
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
、
宿
泊
な
ど
の
情
報

を
提
供
し
て
い
る
。
詳
細
は

https://www.timeout.com/
newyork/travel/seven-leaf-
peeping-trips-to-take-this-
fall-in-new-york

を
参
照
。

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
が
ス
タ
ー
ト

お
出
か
け
前
に
マ
ッ
プ
で
確
認

エッセイ連載 51

https://neuroacuny.com/
https://www.samuraimama.com/
https://mijikan.blogspot.com/
http://www.idocenter.com
https://www.licensepower.net/
https://www.cosmeproud.com
https://www.amazon.co.jp/dp/4167717220
ttps://www.iloveny.com/things-to-do/fall/foliage-report/
https://www.timeout.com/newyork/travel/seven-leaf-peeping-trips-to-take-this-fall-in-new-york
http//mijikan.blogspot.com/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
は
11

日
、
初
等
部
１
年
生
の
生
活
科

移
動
教
室
を
行
っ
た
。「
い
き

も
の
と
な
か
よ
し
」
を
テ
ー
マ

に
10
人
の
児
童
がStamford 

Museum & Nature Center

を
訪
れ
た
。

　

子
供
た
ち
は
初
め
て
出
会
う

動
物
た
ち
に
大
興
奮
。
午
前
の

動
物
の
観
察
で
は
「
牛
の
角
の

大
き
さ
は
種
類
に
よ
っ
て
違
い

が
あ
る
」「
羊
の
耳
を
よ
く
見

る
と
下
を
向
い
た
り
上
を
向
い

た
り
し
て
い
た
」
な
ど
事
前
学

習
で
調
べ
た
こ
と
と
比
べ
な
が

ら
記
録
を
ま
と
め
て
い
た
。
子

供
た
ち
は
顔
の
表
情
や
体
の
様

子
を
よ
く
見
て
観
察
し
、
触
っ

て
気
付
い
た
こ
と
も
メ
モ
を

取
っ
た
。
午
後
は
「Meet the 

Animals

」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

体
験
。
そ
の
中
で
子
供
た
ち
は

ヘ
ビ
や
カ
メ
な
ど
の
生
き
物
と

触
れ
合
っ
た
。
体
験
中
に
感
じ

た
疑
問
な
ど
に
つ
い
て
積
極
的

に
英
語
を
使
っ
て
質
問
し
、
よ

り
一
層
生
き
物
に
対
し
て
関
心

を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

　

子
供
た
ち
は
「
こ
れ
か
ら
も

生
き
物
を
大
切
に
し
た
い
」「
今

ま
で
怖
い
と
思
っ
て
い
た
動
物

も
可
愛
く
思
え
る
よ
う
に
な
っ

た
」
な
ど
と
感
想
を
話
し
、
充

実
し
た
活
動
に
な
っ
た
。
爽
や

か
な
秋
空
の
下
、
た
く
さ
ん
の

生
き
物
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で

き
有
意
義
な
一
日
と
な
っ
た
。

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

　

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
校
（
牧
野
佳
代
子

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
は
7
日
、
第

2
学
期
始
業
式
と
も
に
23
年
目

を
迎
え
た
９
・
11
セ
プ
テ
ン
バ

ー
イ
レ
ブ
ン
慰
霊
に
向
け
た
黙

と
う
を
行
っ
た
。

　

始
業
式
で
は
、
新
し
い
友
達

の
紹
介
や
新
学
期
に
つ
い
て
の

話
し
が
あ
り
、
子
ど
も
達
は
そ

れ
ぞ
れ
顔
を
輝
か
せ
て
期
待
に

満
ち
て
い
た
。
式
後
は
9
月
11

日
を
前
に
追
悼
の
ひ
と
と
き
を

と
り
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
か
ら

２
０
０
１
年
の
同
時
多
発
テ
ロ

時
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
つ
い
て

や
い
ま
な
お
世
界
中
で
止
む
こ

と
の
な
い
戦
火
に
つ
い
て
の
話

し
を
聞
い
た
。
そ
の
後
全
員
で

平
和
へ
の
思
い
を
胸
に
黙
と
う

を
捧
げ
た
。

　

夏
休
み
初
日
と
な
っ
た
始
業

日
に
は
、
子
ど
も
達
の
世
界
に

一
つ
だ
け
の
作
品「
自
由
研
究
」

が
集
っ
た
。
14
日
に
は
校
内
に

す
べ
て
の
研
究
物
が
展
示
。
さ

ら
に
、
小
学
部
高
学
年
（
3
〜

6
年
）
と
中
学
部
で
は
そ
れ
ぞ

れ
代
表
者
に
よ
る
自
由
研
究
発

表
会
が
行
わ
れ
た
。

　

日
本
語
の
通
じ

る
現
地
校
学
習
塾

Bookend Tutoring 

は
30
日
（
月
）
午
後

８
時
か
ら
、
Ｓ
Ａ
Ｔ

全
般
に
つ
い
て
の

Zoom

セ
ミ
ナ
ー
を

日
本
語
と
英
語
で
行

う
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー

は
、
Ｎ
Ｊ
日
本
人

会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
Ｎ
Ｊ
）

主
催
の
教
育Zoom

セ
ミ
ナ
ー
シ
リ
ー
ズ

の
一
環
で
、
今
年

か
ら
実
施
さ
れ
た

digital SAT 

の
全

容
や
そ
のtip

、
ま

た
申
し
込
み
時
の
エ

ッ
セ
イ
な
ど
を
含

め
た
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
、
注
意
事
項

を
分
か
り
や
す

く
、
丁
寧
に
説
明

す
る
。Zoom

セ

ミ
ナ
ー
情
報
は
、

Zoom ID:3737
371000　

パ
ス

ワ
ー
ド:1000

。

問
い
合
せ
は
Ｅ

メ
ー
ルjaanjpar

enting@gmail.
com

ま
で
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トWeb:Jaanj.

org

SAT全版についての
ＺＯＯＭセミナー

育
英
サ
タ
デ
ー
始
業
式

平
和
の
思
い
と
と
も
に

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本

人
学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
）

は
、
６
日
に
全
校
集
会
を
行
っ

た
。
Ｎ
Ｊ
校
は
毎
年
９
月
に
、

２
０
０
１
年
９
月
11
日
に
発
生

し
た
同
時
多
発
テ
ロ
を
振
り
返

る
全
校
集
会
を
実
施
し
て
い

る
。
今
年
は「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」

の
久
松
茂
社
長
を
招
き
、
櫻
井

校
長
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
の
形
態
で
、
当
時
の
様
子

を
聞
い
た
。

　

久
松
氏
は
事
件
発
生
時
の
様

子
を
中
心
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交

え
、
自
身
の
当
日
の
行
動
と
ち

ょ
う
ど
来
米
し
て
い
た
友
人
が

帰
国
で
き
ず
に
い
た
こ
と
、
ア

メ
リ
カ
人
に
親
切
に
対
応
し
て

も
ら
っ
た
こ
と
、
日
本
人
が
ど

の
よ
う
に
大
変
だ
っ
た
か
分
か

り
や
す
く
話
し
た
。
児
童
生
徒

は
、
映
像
で
見
た
こ
と
の
あ
る

出
来
事
が
、
実
際
に
そ
の
時
ア

メ
リ
カ
に
い
た
人
か
ら
直
接
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
真
剣
に

聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
バ
ー
ン
ズ
亀
山
静
子
先

生
も
、
当
時
の
多
く
の
ア
メ
リ

カ
人
の
勇
気
あ
る
行
動
等
に
つ

い
て
話
し
た
。
Ｎ
Ｊ
校
の
子
供

た
ち
に
と
っ
て
は
生
ま
れ
る
前

の
出
来
事
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ

カ
に
暮
ら
す
う
え
で
重
要
な
出

来
事
で
あ
る
過
去
の
事
実
を
き

ち
ん
と
受
け
止
め
る
べ
く
、
し

っ
か
り
と
話
を
聞
い
て
い
た
。

全
校
集
会
で
９
・
11
を
振
り
返
る

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

　Alto

日
本
語
補
習
校
は
10
月

13
日
（
日
）
か
ら
14
日
（
月
）

ま
で
、
秋
の
宿
泊
キ
ャ
ン
プ
を

開
催
す
る
。
コ
ロ
ン
バ
ス
デ
ー

の
連
休
を
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
森

林
の
中
で
思
い
っ
き
り
楽
し
む

イ
ベ
ン
ト
。
秋
の
景
色
の
中
の

ハ
イ
キ
ン
グ
、ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
の
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
を
体
験
で
き
る
。
秋

の
宿
泊
キ
ャ
ン
プ
は
今
年
で
３

回
目
の
実
施
。
毎
年
の
メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
子
ど
も
た
ち
の
手
に
よ
る

火
お
こ
し
だ
。
試
行
錯
誤
を
し

な
が
ら
火
を
つ
け
る
こ
と
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
、
飯
盒
炊
さ
ん
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
も
取
り
組

む
。
そ
の
ほ
か
、
例
年
好
評
を

得
て
い
る
キ
ャ
ン
プ
場
を
舞
台

に
し
た
宝
探
し
な
ど
の
特
別
活

動
も
実
施
予
定
。
子
ど
も
た
ち

が
全
力
で
楽
し
め
る
、
野
外
キ

ャ
ン
プ
の
魅
力
が
凝
縮
さ
れ
た

２
日
間
に
な
る
。
過
去
の
キ
ャ

ン
プ
の
様
子
は
、
学
校
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
公
開
し
て
い
る
。
参

加
対
象
は
、
在
校
生
・
一
般
生

を
問
わ
ず
５
〜
13
歳
、
定
員
は

男
女
各
14
人
。
９
月
22
日（
日
）

17
時
ま
で
の
申
し
込
み
に
は
早

期
割
引
が
適
用
さ
れ
る
。
申
し

込
み
・
詳
細
はAlto

日
本
語
補

習
校
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

alto-edu.com

を
参
照
。

参加者を
募集中

秋のアルト補習校キャンプ

い
き
も
の
と
な
か
よ
し

http://www.seido.com
https://alto-edu.com/
https://alto-edu.com
https://alto-edu.com
https://alto-edu.com
https://alto-edu.com
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コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

３　日本の「国際学校」に
ついて（１）

　

前
回
ま
で
は
ま
ず
Ｉ
Ｂ
（
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
バ
カ
ロ

レ
ア
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
採
用
し

て
い
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ス
ク
ー
ル
、
そ
し
て
ア
メ

リ
カ
と
全
く
同
じ
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
教
育
を
行
っ
て
い
る
ア
メ

リ
カ
ン
・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
お
話
し

い
た
し
ま
し
た
。今
月
か
ら
は
、

日
本
の
科
目
を
勉
強
す
る
学
校

で
「
国
際
学
校
」
と
言
わ
れ
る

種
類
の
学
校
に
つ
い
て
見
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
今
回
も
実
際
に

子
供
が
そ
う
い
っ
た
学
校
に
通

わ
れ
て
い
る
保
護
者
の
方
に
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。

筆
者
：
ま
ず
日
本
の
「
国
際
学

校
」
と
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ス
ク
ー
ル
」
は
同
じ
よ
う

な
タ
イ
プ
の
学
校
で
あ
る
と
誤

解
さ
れ
が
ち
で
す
。
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
な
ど
大
き
く
違
う
特
徴
は

ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ

う
。

保
護
者
：
は
い
、
両
者
は
全
く

異
な
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー
ル
は
、
全
て

の
授
業
や
学
校
活
動
は
英
語
の

み
で
行
い
ま
す
の
で
、
英
語
が

ネ
イ
テ
ィ
ブ
ま
た
は
ネ
イ
テ
ィ

ブ
並
み
に
話
せ
て
、
英
語
で
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
な
内
容
が
遂
行
で

き
な
け
れ
ば
学
習
で
き
ま
せ

ん
。
例
え
ば
小
５
ぐ
ら
い
で
す

で
に
英
語
の
小
説
が
英
語
授
業

の
教
材
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
頻
繁

に
Ｉ
Ｂ
が
採
用
さ
れ
、
世
界
的

な
標
準
テ
ス
ト
な
ど
を
評
価
基

準
に
す
る
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル

に
通
用
す
る
学
力
レ
ベ
ル
が
目

標
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
間
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
９
月
始
ま
り

で
、
夏
休
み
も
最
低
２
か
月
あ

り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
い
わ

ゆ
る
「
国
際
学
校
」
は
、
そ
の

多
く
が
基
本
的
に
は
４
月
始
ま

り
の
日
本
の
学
校
で
あ
り
、
日

本
で
行
う
科
目
を
学
ぶ
こ
と
が

必
須
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
と
同

時
に
英
語
に
力
を
入
れ
て
い
る

の
が
特
色
で
、
例
え
ば
ネ
イ
テ

ィ
ブ
教
員
を
雇
い
、
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
で
英
語
習
得
や
異

文
化
学
習
を
充
実
さ
せ
、
国
際

力
を
身
に
着
け
る
こ
と
を
目
標

は
、
日
本
語
が
少
し
話
せ
て

サ
ポ
ー
ト
が
つ
い
た
と
し
て

も
、
や
は
り
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な

日
本
語
の
読
み
書
き
を
習
得
す

る
の
は
大
変
な
よ
う
で
す
。
全

て
の
学
習
が
日
本
語
で
の
読
解

力
や
書
く
力
を
基
本
と
し
て
い

る
の
で
、
学
年
レ
ベ
ル
の
必
須

習
得
事
項
や
課
題
を
こ
な
す
の

は
か
な
り
の
努
力
と
時
間
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
ど
う
し

て
も
日
本
形
式
の
学
校
と
な
る

の
で
、
真
に
「
国
際
的
」
か

ど
う
か
は
、
お
そ
ら
く
学
校
に

よ
っ
て
違
う
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
例
え
ば
国
際
学
校

で
あ
る
も
の
の
、
実
際
は
社

会
性
や
異
文
化
に
重
き
を
置

い
て
い
な
い
学
校
も
あ
り
ま

す
。
現
実
的
に
は
「
英
語
＝
英

検
」
と
い
う
国
内
的
価
値
観
が

強
く
、
一
方
英
語
圏
留
学
に

必
要
な
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ(English 

as a Foreign Language)

やIELTS (International 
English Language Testing 
System)

の
点
数
を
優
先
し
て

い
る
学
校
は
少
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
意
味

で
、
実
際
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ス
ク
ー
ル
や
ア
メ
リ
カ

ン
・
ス
ク
ー
ル
と
は
１
０
０
％

区
別
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。
保
護
者
は
、
子
供
の
性

格
や
価
値
観
、
考
え
方
が
ど
の

学
校
に
適
し
て
い
る
か
を
見
極

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

筆
者
：
な
る
ほ
ど
。
学
校
は
基

本
的
に
は
学
習
を
行
う
だ
け
で

な
く
、
社
会
性
や
価
値
観
を
育

て
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
ど

の
種
類
の
学
校
に
転
校
さ
せ
る

か
は
、
そ
の
子
の
学
習
や
言
語

能
力
は
も
ち
ろ
ん
、
性
格
や
文

化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
な

ど
も
総
合
的
に
熟
慮
し
て
判
断

さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
わ
け
で

す
ね
。（
つ
づ
く
）

 　
た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教

育
博
士
。
日
本
語
・
英
語
共
に

様
々
な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記

事
な
ど
執
筆
。
著
書
に
『
ア
メ

リ
カ
駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど

も
の
教
育
ナ
ビ
』（
時
事
通
信

出
版
社
）
な
ど
。

に
掲
げ
て
い
ま
す
。

筆
者
：
で
は
対
象
と
な
る
生
徒

は
ど
の
よ
う
に
違
う
の
で
す

か
。

保
護
者
：
例
え
ば
帰
国
子
女
な

が
ら
も
日
本
の
科
目
も
学
習

し
、
日
本
語
や
日
本
文
化
を
身

に
つ
け
さ
せ
た
い
家
庭
や
、
日

本
育
ち
で
日
本
的
な
指
導
法
で

英
語
を
学
び
、
よ
り
英
語
力
を

強
化
し
た
い
生
徒
ら
が
対
象
に

な
る
か
と
思
い
ま
す
。
で
す
の

で
、
基
本
的
に
英
語
が
ネ
イ
テ

ィ
ブ
で
も
日
本
語
が
全
く
理
解

で
き
な
け
れ
ば
学
習
に
つ
い
て

い
け
ま
せ
ん
。
何
よ
り
も
大
き

な
違
い
は
、
や
は
り
学
校
文
化

が
完
全
に
「
日
本
」
な
の
で
、

例
え
ば
規
則
や
学
校
生
活
、
授

業
形
態
な
ど
は
日
本
の
学
校
と

同
じ
だ
と
考
え
て
良
い
で
し
ょ

う
。
こ
れ
に
は
海
外
で
生
ま
れ

育
っ
て
明
ら
か
に
文
化
価
値
観

が
違
う
子
は
、
こ
の
日
本
の
経

験
を
「
面
白
い
」
と
感
じ
る
子

も
い
れ
ば
、
適
応
が
困
難
な
子

ら
も
多
々
存
在
し
ま
す
。

　

ま
た
母
国
語
が
英
語
の
子

　

河
合
塾
は
10
月
か
ら
12
月
ま

で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
「
帰
国
生

大
学
入
試
説
明
会 

２
０
２
４
」

を
開
催
す
る
。
帰
国
生
大
学
入

試
の
概
況
と
今
後
の
受
験
対
策

と
し
て
、 

①
帰
国
生
入
試
の
基

礎
知
識
と
海
外
在
住
中
の
心
構

え
、 

②
主
な
大
学
の
最
新
入
試

情
報
と
受
験
攻
略
法
、
③
河
合

塾
海
外
帰
国
生
コ
ー
ス
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
特
長
を
、
帰
国
生

大
学
入
試
を
熟
知
し
、
長
年
、

北
米
で
受
験
生
の
指
導
を
し
て

い
る
進
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
分

か
り
や
す
く
説
明
す
る
。
終
了

後
に
直
接
質
問
も
可
能
。
説
明

に
使
用
し
た
ス
ラ
イ
ド
と
帰
国

生
大
学
入
試
情
報
満
載
の
情
報

誌
『
栄
冠
め
ざ
し
て
』
の
デ
ー

タ
が
無
料
進
呈
さ
れ
る
。
定
員

は
各
日
程
１
０
０
家
庭
。

　

実
施
日
は
10
月
６
日
（
日
）・

20
日
（
日
）、
11
月
３
日

（
日
）・
17
日
（
日
）、
12
月
１

日
（
日
）・
15
日
（
日
）
の
午

後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
。
希
望

者
は
、
参
加
申
込
フ
ォ
ー
ム

（https://forms.office.com/
r/6XcBRr3hB5

）
か
ら
。
参

加
に
必
要
な
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
コ
ー

ド
等
の
情
報
は
、
実
施
日
の
２

日
前
ま
で
に
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
通

知
さ
れ
る
。
問
い
合
わ
せ
は
、

河
合
塾
海
外
帰
国
生
コ
ー
ス
北

米
事
務
所
Ｅ
メ
ー
ル kikoku@

ujeec.org

ま
で
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttp://www.

kawai-juku.ac.jp/kikoku/

　

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
は
新

年
度
の
ス
タ
ー
ト
と
共
に
、
４

歳
ク
ラ
ス
に
と
っ
て
は
初
め
て

の
「
英
語
で
遊
ぼ
う
！
」
が
始

ま
っ
た
。
歌
や
ダ
ン
ス
そ
し
て

ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て
、
遊
び

な
が
ら
英
語
に
親
し
ん
で
い
く

ク
ラ
ス
。

　

最
初
は
緊
張
し
て
い
た
子
ど

も
た
ち
も
、
１
週
間
た
っ
て

「Hi

」「Hello

」
と
、
ど
ん
ど

ん
声
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

「Hokey Pokey

（
ホ
ー
キ
ー

ポ
ー
キ
ー
）」
の
ダ
ン
ス
で
は
、

み
ん
な
ノ
リ
ノ
リ
で
笑
顔
が
あ

ふ
れ
て
い
る
。
み
ん
な
で
楽
し

み
な
が
ら
英
語
へ
の
ハ
ー
ド
ル

も
い
つ
の
間
に
か
な
く
な
っ
て

し
ま
う
、
そ
ん
な
楽
し
い
ク
ラ

ス
と
な
っ
て
い
る
。

帰
国
生
大
学
入
試
説
明
会 

河
合
塾
が
10
月
か
ら
実
施

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園

英
語
で
遊
ぼ
う
！

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
（
小
田
切
利
幸
校
長
、
在

籍
数
３
９
３
人
）
で
は
長
い
夏

休
み
が
終
わ
り
元
気
い
っ
ぱ
い

の
子
ど
も
達
の
声
が
校
舎
中
に

戻
っ
て
き
た
。
夏
休
み
明
け
始

業
２
日
目
に
あ
た
る
９
月
７

日
、同
校
父
母
の
会
主
催
の「
夏

休
み
作
品
展
会
」
が
南
カ
フ
ェ

で
行
わ
れ
た
。
子
ど
も
た
ち
は

長
い
夏
休
み
を
使
っ
て
、
普
段

の
学
校
生
活
の
中
で
は
実
践
で

き
な
い
工
夫
を
凝
ら
し
た
工
作

や
科
学
的
な
研
究
、
歴
史
探
索

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
を
込
め

た
作
品
を
作
り
上
げ
た
。
会
場

に
は
色
と
り
ど
り
の
作
品
や
さ

ま
ざ
ま
な
展
示
、
掲
示
が
並
び

子
ど
も
た
ち
の
学
習
意
欲
の
強

さ
が
伺
え
た
。
作
品
展
を
見
学

し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
ど
の

子
も
笑
顔
に
溢
れ
て
い
た
。
１

年
の
中
で
最
も
長
い
２
学
期
は

幼
児
部
親
子
遠
足
・
秋
祭
り
、

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
今
後
も

行
事
が
目
白
押
し
で
あ
る
。

　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
の
４
年
生
11
人
が
14
日
午

前
、
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
編
集
部
を

見
学
し
た
。
児
童
た
ち
は
教
科

書
に
あ
る
「
新
聞
づ
く
り
」
の

単
元
で
予
習
を
し
、
後
日
壁
新

聞
の
制
作
を
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。児
童
た
ち
か
ら
は「
新

聞
を
作
る
上
で
大
切
な
こ
と
は

何
か
」「
発
行
ま
で
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
ど
ん
な
も
の
か
」
な

ど
の
質
問
が
出
さ
れ
た
。
本
紙

の
三
浦
良
一
編
集
長
が
「
事
実

確
認
を
し
て
間
違
っ
た
記
事
を

載
せ
な
い
こ
と
が
第
一
。
１
つ

の
記
事
に
８
人
が
目
を
通
し
て

校
閲
作
業
を
し
て
お
り
、
誤
字

脱
字
な
ど
の
な
い
よ
う
心
が
け

て
い
る
」
と
説
明
し
た
。
児
童

た
ち
は
本
紙
デ
ジ
タ
ル
版
の
説

明
に
も
興
味
深
そ
う
に
見
入
っ

て
い
た
＝
写
真
＝
。

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校

夏
休
み
作
品
展
開
催

本
紙
編
集
部
を
見
学

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
の
４
年
生

https://japaneseschool.org
https://miray109.com/
tel:2014616502
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://forms.office.com/r/6XcBRr3hB5
http://www.kawai-juku.ac.jp/kikoku/
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
（
返
却
不
可
）、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
（
英
文
表
記
も
）・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
新
年
号
似
て

発
表
。
入
賞
者
に
は
広
島
筆
産
業
（
株
）
協
賛
に

よ
る
書
道
用
筆
を
贈
呈
し
ま
す
。

週
刊
N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先
　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
   71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール： nyseikatsu.syuji@gmail.com
＊応募締切は毎月第２週水曜日とします。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

　
　

水
曜
書
写
ク
ラ
ブ
小
５

三
原　

理
恵

N
Y
小
山
書
道
教
室
小
６ベ

ア　

万
夢

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校
小
１

ア
ン
ソ
ニ
ー　

愛
子　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
院
京
書
道
会
小
１

坂
口　

美
莉

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

　
　

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
小
２

三
好　

海

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
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今
世
界
で
、
そ
し
て
特
に

日
本
で
と
て
も
大
変
な
問
題

が
起
き
て
い
ま
す
。「
少
子
高

れ
い
化
」
と
い
う
も
の
で
、

社
会
の
人
口
の
変
化
の
少
子

化
と
高
れ
い
化
が
同
時
に
起

き
る
こ
と
で
す
。

　

子
供
の
割
合
が
少
な
く
な

り
、
高
れ
い
者
の
割
合
が
多

く
な
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
が
長
生
き
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
で
も
、
い

い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、

大
変
な
こ
と
が
増
え
て
い
る

の
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
は
長
生
き

を
し
て
も
、
病
気
に
な
っ
た

り
、
体
が
弱
く
な
り
も
う
仕

事
は
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
人
達
の
世
話
を
す
る
大

人
が
大
変
に
な
り
ま
す
。
病

院
と
か
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
た

く
さ
ん
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
子
供
が
少
な
い
と

将
来
の
大
人
が
少
な
く
な
っ

て
、
ど
ん
ど
ん
仕
事
が
で
き

る
人
の
数
が
減
り
ま
す
。

　

日
本
は
世
界
一
高
れ
い
者

の
多
い
国
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
、
65
才
以
上
の
人

は
日
本
の
人
口
の
三
割
で

す
。
十
人
に
三
人
の
割
合
で

す
。
75
才
以
上
の
人
は
15
パ

ー
セ
ン
ト
以
上
で
す
。
イ
タ

リ
ア
や
ド
イ
ツ
で
も
同
じ
問

題
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
他

の
多
く
の
国
で
も
そ
う
で

す
。
そ
の
う
え
、
子
供
の
数

も
減
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で

は
１
９
５
０
年
に
は
15
才
み

ま
ん
の
子
供
が
35
パ
ー
セ
ン

ト
い
ま
し
た
。
で
も
、
今
年

２
０
２
３
年
に
は
11
パ
ー
セ

ン
ト
ま
で
減
り
ま
し
た
。

　

チ
リ
に
住
む
ぼ
く
の
お
じ

い
ち
ゃ
ん
は
も
う
引
退
し
て
、

（15）　　 ［作文のページ］ 2024年（令和 6年）9月21日（土）「
沖
縄
戦
」

　
　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
周
　
瀚
周

今
で
は
よ
く
病
院
に
行
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
チ
リ
に
住

ん
で
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は

今
年
90
才
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
数
年
前
ま

で
は
小
さ
な
食
べ
物
屋
さ
ん

を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

ど
ん
ど
ん
大
変
に
な
り
、
引

退
し
ま
し
た
。
大
好
き
な
ぎ

ょ
う
ざ
や
コ
ー
ド
ン
ブ
ル
ー

を
食
べ
に
お
店
に
行
っ
た
の

が
と
て
も
な
つ
か
し
い
で
す
。

特
に
じ
い
じ
特
製
の
デ
ミ
グ

ラ
ス
ソ
ー
ス
は
と
て
も
お
い

し
か
っ
た
で
す
。
で
も
そ
の

ソ
ー
ス
も
引
退
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
た

ち
は
、
今
で
は
歩
く
の
も
ゆ

っ
く
り
だ
し
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
す
る
の
が
大
変
に
な

り
ま
し
た
。

　

僕
は
先
週
12
才
に
な
り
ま

し
た
。
今
日
本
の
お
じ
い
ち

ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家

に
遊
び
に
来
て
い
ま
す
。
毎

年
会
い
に
来
て
い
ま
す
が
、

今
年
ち
が
う
の
は
、
か
い
ご

の
人
達
が
週
に
数
回
じ
い
じ

と
ば
あ
ば
に
会
い
に
き
て
健

康
チ
ェ
ッ
ク
や
リ
ハ
ビ
リ
を

し
て
く
れ
ま
す
。
こ
う
い
う

仕
事
を
し
て
く
れ
る
人
達
が

い
て
、
助
け
て
く
れ
る
制
度

が
あ
っ
て
と
て
も
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
夏
休
み
を
利
用
し

て
、
僕
達
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
僕
達
よ
り
も
小
さ
な
子

供
達
の
世
話
を
し
た
り
、
い

っ
し
ょ
に
遊
ん
だ
り
す
る
仕

事
で
す
。
僕
の
お
に
い
さ
ん

は
、
手
話
を
習
う
の
と
、
農

場
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
毎

日
活
や
く
し
て
い
ま
す
。
僕

達
の
よ
う
な
子
供
で
も
、
役

に
立
つ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
す
。
12
才
に
な
っ
て
、

お
手
伝
い
が
も
う
少
し
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
気
分
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
み
ん
な
が

い
っ
し
ょ
に
手
伝
え
る
こ
と

を
す
れ
ば
、
す
こ
し
ず
つ
で

も
よ
り
よ
い
社
会
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
）

週刊NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
 ●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください
（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚
半）を目安に最長2000 字まで。●住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名を明記、
写真を必ず添えて  nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

主催 :ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社

　

僕
は
こ
の
太
平
洋
戦
争
沖

縄
戦
に
つ
い
て
調
べ
て
み
て
、

今
を
生
き
て
い
る
私
た
ち
は
、

戦
争
に
つ
い
て
様
々
な
視
点

や
立
場
か
ら
考
え
る
こ
と
が
、

大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

約
70
年
前
、
日
本
は
ア
メ

リ
カ
な
ど
と
戦
争
し
て
い
ま

し
た
。
太
平
洋
の
島
々
を
奪

っ
た
米
国
が
次
に
沖
縄
を
占

領
し
て
日
本
本
土
を
攻
め
る

た
め
の
前
進
基
地
と
し
て
使

お
う
と
考
え
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
日
本
は
日
本
本
土
を

守
る
た
め
、
沖
縄
に
な
る
べ

く
米
軍
を
引
き
止
め
て
時
間

を
稼
ぐ
持
久
戦
の
作
戦
を
立

て
ま
し
た
。
こ
う
し
て
起
き

た
の
が
沖
縄
戦
で
し
た
。
米

軍
は
45
年
3
月
末
、
空
襲
や

会
場
の
軍
艦
か
ら
の
砲
撃
に

続
き
慶
良
間
諸
島
に
上
陸
、

4
月
1
日
に
沖
縄
本
島
中
部

の
西
海
岸
に
上
陸
し
ま
し
た
。　

　

こ
の
頃
か
ら
約
3
ヶ
月
に

わ
た
る
戦
い
を
一
般
に
沖
縄

戦
と
呼
び
ま
す
。
沖
縄
戦
は
、

軍
隊
と
軍
隊
、
軍
人
と
軍
人
、

が
戦
う
と
い
う
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
沖
縄
戦

で
は
10
代
前
半
の
子
供
を
含

む
住
民
が
、
足
り
な
い
軍
人

の
代
わ
り
や
手
伝
い
を
さ
せ

ら
れ
た
り
し
ま
し
た
。
軍
人

も
武
器
を
持
た
な
い
住
民
も

混
在
し
た
ま
ま
地
上
戦
が
続

き
ま
し
た
。
日
本
軍
が
南
部

に
追
い
詰
め
ら
れ
て
か
ら
は

特
に
米
軍
の
無
差
別
の
攻
撃

に
、
国
も
住
民
も
次
々
と
命

が
奪
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
沖
縄
戦

で
は
軍
人
よ
り
も
住
民
の
命

が
多
く
失
わ
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
日
本
が
統
治
し
て

い
た
サ
イ
パ
ン
や
テ
ニ
ア
ン
、 

サ
ハ
リ
ン
、
満
州
な
ど
で
も

地
上
戦
は
あ
っ
た
が
、
今
の

日
本
で
こ
の
よ
う
な
体
験
を

し
た
の
は
沖
縄
だ
け
で
し
た
。

沖
縄
戦
の
教
訓
と
し
て
軍
隊

は
住
民
を
守
ら
な
か
っ
た
、
と

語
り
継
が
れ
て
い
る
。
日
本

兵
に
命
を
助
け
ら
れ
た
人
は

も
ち
ろ
ん
い
ま
す
。
し
か
し
、

日
本
兵
に
命
を
脅
か
さ
れ
た

り
ス
パ
イ
と
み
な
さ
れ
、
実
際

に
命
を
奪
わ
れ
た
り
し
た
人

た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

米
国
側
は
1
万
2
5
2
0

人
。
日
本
側
は
そ
の
15
倍
、

18
万
8
1
3
6
人
が
亡
く
な

っ
た
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
沖
縄
県
出
身
以
外

の
日
本
兵
は
6
万
5
9
0
8

人
。
沖
縄
県
出
身
の
軍
人
は

2
万
8
2
2
8
人
。
一
般

の
住
民
は
9
万
4
0
0
0

人
。
沖
縄
県
全
体
で
は

12
万
2
0
0
0
人
以
上
。
県

民
の
4
人
に
1
人
が
亡
く
な

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
住
民
の
集
団
自
決
も

あ
り
ま
し
た
。
米
軍
の
激
し

い
攻
撃
が
続
く
中
で
家
族
や

近
所
の
人
た
ち
が
自
然
洞
窟

の
中
や
森
で
ま
と
ま
っ
て
命

　

ぼ
く
が
二
年
生
で
一
番
楽

し
か
っ
た
こ
と
は
、
学
園
さ

い
で
す
。
二
年
生
の
げ
き
は

ド
ラ
え
も
ん
で
、
ぼ
く
は
ジ

ャ
イ
ア
ン
の
や
く
を
や
り
ま

し
た
。

　

は
じ
め
は
、
ド
ラ
え
も
ん

の
や
く
を
や
り
た
か
っ
た
け

れ
ど
、
台
本
を
読
ん
だ
ら
、

ジ
ャ
イ
ア
ン
の
少
し
い
じ
わ

る
な
せ
り
ふ
が
お
も
し
ろ
か

っ
た
の
で
、
そ
の
や
く
が
や

り
た
く
な
り
ま
し
た
。
ふ
だ

ん
ぼ
く
は
、
だ
れ
か
の
こ
と

を
わ
る
く
言
っ
た
り
し
な
い

け
れ
ど
、
げ
き
の
中
の
せ
り

ふ
と
し
て
言
う
な
ら
、
お
も

し
ろ
そ
う
だ
と
思
っ
た
の
で

す
。
で
も
、
は
じ
め
は
せ
り

ふ
が
な
か
な
か
お
ぼ
え
ら
れ

な
く
て
、
毎
日
れ
ん
し
ゅ
う

す
る
の
が
い
や
で
し
た
。

　

し
か
し
、
声
や
う
ご
き
を

大
き
く
し
て
、
ジ
ャ
イ
ア
ン

に
な
っ
た
つ
も
り
で
気
も
ち

を
入
れ
か
え
て
れ
ん
し
ゅ
う

し
た
ら
、
な
ぜ
か
せ
り
ふ
が

す
ら
す
ら
言
え
て
、
れ
ん
し

ゅ
う
も
楽
し
く
な
っ
て
、
自

し
ん
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
つ
い
に
本
番
。
ぼ

く
の
え
ん
ぎ
が
お
も
し
ろ
か

っ
た
か
ら
か
、
み
ん
な
が
わ

ら
っ
て
く
れ
た
時
は
う
れ
し

く
て
、
が
ん
ば
っ
て
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。

　

前
の
日
は
き
ん
ち
ょ
う
し

て
い
て
、
当
日
の
朝
は
な
み

だ
も
出
た
け
れ
ど
、
さ
い
ご

ま
で
楽
し
く
ジ
ャ
イ
ア
ン
の

や
く
を
や
り
き
る
こ
と
が
で

き
て
、
ぼ
く
に
と
っ
て
、
学

園
さ
い
は
、
二
年
生
で
一
番

楽
し
い
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
。

　
　

   　
（
滞
米
３
年
７
か
月
）

　
　

□　
　

□　
　

□

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

「
大
人
、
お
年
寄
り
、
そ
し
て

ぼ
く
達
子
供
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
L
I
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
槙
原
　
海

「ジャイアンになりきったぼく」
　　　　　　ニューヨーク育英学園全日制小２
　　　　　　　　　　　　　　　　　田中　こうき

を
絶
つ
と
い
っ
た
こ
と
が
、

慶
良
間
諸
島
や
伊
江
島
、
沖

縄
本
島
各
地
で
起
き
ま
し
た
。

集
団
死
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
日
本
軍
は
住
民

も
役
所
も
兵
士
と
同
じ
よ
う

に
命
を
か
け
て
国
を
守
る
と

言
う
指
導
方
針
を
と
っ
て
い

て
、
住
民
が
米
軍
に
投
降
す

る
こ
と
も
許
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
沖
縄
の
日
本
軍
の
ト
ッ

プ
だ
っ
た
牛
島
司
令
官
が
自

決
し
た
の
は
6
月
23
日
で
、

こ
の
日
を
も
っ
て
日
本
軍
と

言
う
組
織
の
戦
い
は
終
り
ま

し
た
。
こ
の
ト
ッ
プ
は
自
決

の
前
に
降
伏
す
る
の
で
は
な

く
た
だ
死
ぬ
ま
で
戦
い
続
け

ろ
、
と
い
う
命
令
を
出
し
ま

し
た
。
た
だ
何
も
知
ら
ず
に

そ
の
後
も
隠
れ
続
け
た
り
し

て
い
た
人
も
た
く
さ
ん
い
て
、

6
月
23
日
以
降
も
亡
く
な
っ

た
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

久
米
島
で
は
8
月
に
か
け
て

日
本
軍
が
住
民
を
殺
し
て
い

ま
し
た
。
米
軍
が
沖
縄
戦
を

終
え
た
と
宣
言
し
た
の
は
7

月
2
日
。
沖
縄
な
ど
南
西
諸

島
の
日
本
軍
が
全
面
降
伏
に

調
印
し
た
の
は
9
月
7
日
で

し
た
。

　

こ
の
戦
争
に
よ
っ
て
な
く

な
っ
た
民
間
人
は
と
て
も
た

く
さ
ん
い
ま
し
た
。
も
し
全

面
降
伏
が
も
う
少
し
早
か
っ

た
ら
、
戦
争
に
よ
る
犠
牲
者

は
も
う
少
し
少
な
く
な
っ
て

い
た
と
考
え
ま
す
。
今
も
ま

だ
戦
争
に
よ
る
ト
ラ
ウ
マ
が

消
え
な
い
人
も
い
ま
す
。
そ

の
た
め
僕
は
、
こ
の
太
平
洋

戦
争
沖
縄
戦
に
つ
い
て
調
べ

て
、
戦
争
に
つ
い
て
様
々
な

視
点
や
立
場
か
ら
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

   　
（
滞
米
２
か
月
）

　

補
習
校
に
転
校
し
て
き
た
と

き
、
と
て
も
き
ん
ち
ょ
う
し
て

い
て
、
自
分
か
ら
み
ん
な
に
話

し
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
も
今
は
ち
が
い
ま

す
。
み
ん
な
が
優
し
く
声
を
か

け
て
く
れ
た
の
で
、
自
分
か
ら

笑
顔
で
明
る
く
話
し
か
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

学
習
発
表
会
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。
き
ん
ち
ょ
う
せ
ず

に
、
す
ら
す
ら
と
自
分
の
セ
リ

フ
を
言
う
こ
と
が
で
き
た
か
ら

で
す
。
そ
れ
は
み
ん
な
が
私
を

お
う
え
ん
し
て
く
れ
た
か
ら
で

す
。

　

10
月
か
ら
５
か
月
間
、
楽
し

い
５
年
生
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
日
本
に
帰
る
人
は

日
本
で
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
。
６
年
生
に
上
が
る
人
は
、

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
　
　
　

   　
（
滞
米
６
か
月
）

　
　

□　
　

□　
　

□

「5年生のみんなへ」
　　　　　　　中部テネシー日本語補習校小６
　　　　　　　　　　　　　　　今本　一花

http://www.newjerseyjapaneseschool.org
https://starchildny.com/
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com


2024年（令和 6年）9月 21日（土） ［LIVING in USA］　　（16  ）

ハ
ド
ソ
ン
見
渡
す
三
角
帽
子
の
建
物
に
住
む

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
歩
い
た
こ
と
が
あ
る
人
な
ら
「
あ
の
三
角

の
ビ
ル
」
と
い
う
だ
け
で
誰
で
も
ピ
ン
と
く
る
前
衛
的
な
外
観
。

ウ
エ
ス
ト
ハ
イ
ウ
エ
ー
を
真
下
に
見
下
ろ
す
ハ
ド
ソ
ン
川
の
麓

に
建
つ
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
的
集
合
住
宅
Ｖ
Ｉ
Ａ
。

　

全
室
／
洗
濯
乾
燥
機
完
備
、
大
型
バ
ス
ケ
コ
ー
ト
、
プ
ー
ル
、

大
き
な
図
書
室
、
シ
ア
タ
ー
ル
ー
ム
、
ポ
ー
カ
ー
ル
ー
ム
、
ゴ

ル
フ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
な
ど
、
と
に
か
く
ア
メ
ニ
テ
ィ
が
充
実

し
て
い
る
。

　

場
所
が
少
々
中

心
部
か
ら
離
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
る

た
め
、
ほ
と
ん
ど

の
部
屋
か
ら
は
ハ

ド
ソ
ン
川
の
眺
め

を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
。

　

ま
た
、
部
屋
に

よ
っ
て
は
リ
ビ
ン

グ
ル
ー
ム
と
ベ
ッ

ド
ル
ー
ム
の
両
方

に
大
き
な
バ
ル
コ

ニ
ー
が
つ
い
て
い

る
ユ
ニ
ッ
ト
も

あ
る
。
昨
今
の

賃
料
高
騰
に
よ

り
、
こ
こ
ま
で
の

レ
ベ
ル
の
物
件
を

５
５
０
０
ド
ル
以
下
で
探
す
の
は
非
常
に
難
し
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
57
丁
目
ク
ロ
ス
タ
ウ
ン
の
バ
ス
を
使
い
こ
な
せ
ば
、
セ

ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
や
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
抜
群
。

新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
を
築
く
こ
と
が
で
き
そ
う
な
部
屋
だ
。

写
真
の
部
屋
は
１
寝
室
。
家
賃
は
４
９
５
０
ド
ル
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
１
２
・６
６
１
・１
１
１
１
、

Ｅ
メ
ー
ルny@jonecorp.com

　
　
　

山
辺
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
Ｊ
．
ｏ
ｎ
ｅ
不
動
産
）

　

近
年
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
目
覚

ま
し
い
進
歩
に
よ
り
ど
こ
で
も

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
が
進
ん
で
い

る
状
況
の
中
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
や
そ
の
周
辺
の
賃
貸
ア
パ
ー

ト
も
、
申
請
が
全
て
オ
ン
ラ
イ

ン
で
行
わ
れ
る
の
が
主
流
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環

境
下
で
、
日
本
か
ら
初
め
て
赴

任
す
る
駐
在
員
は
そ
の
申
請

に
苦
労
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
日
系
企
業
駐
在
員
は
、
従

前
か
ら
ア
ナ
ロ
グ
手
法
で
信
用

を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
優
先
的

に
ア
パ
ー
ト
申
請
受
諾
を
得
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
と
い
う
シ
ス
テ
ム
化

で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
集
ま
る
世

界
中
の
人
々
と
平
等
に
扱
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
優

先
的
に
受
諾
し
て
も
ら
え
な
く

な
り
、
そ
の
結
果
、
賃
貸
保
険

の
加
入
を
求
め
ら
れ
る
ア
パ
ー

ト
が
多
く
出
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
保
証
金
の
よ
う
に
退
去
時

に
返
還
さ
れ
る
費
用
と
は
異
な

り
、
１
〜
２
年
間
の
賃
貸
料
支

払
い
の
保
険
と
し
て
、
返
還
無

し
の
新
た
な
費
用
と
い
う
位
置

づ
け
と
な
り
ま
す
。
多
く
の
日

系
企
業
の
ル
ー
ル
で
は
こ
の
費

用
を
認
め
な
い
と
こ
ろ
も
多

く
、
ア
パ
ー
ト
契
約
の
足
か
せ

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
賃
貸
保
険
の
支
払
い
を
避
け

る
方
策
と
し
て
、
従
来
か
ら
あ

る
保
証
人
制
度
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
こ
の
保
証
人
に
関
し
て

は
収
入
の
壁
が
高
く
、
月
額
家

賃
の
80
倍
の
グ
ロ
ス
年
収
が
保

証
人
に
な
れ
る
最
低
の
基
準
と

な
り
ま
す
。
５
０
０
０
ド
ル
の

家
賃
の
場
合
40
万
ド
ル
の
年
収

で
な
け
れ
ば
保
証
人
に
な
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
会
社
が
保
証
人

に
な
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、

日
系
企
業
で
は
保
証
人
に
は
な

ら
な
い
規
則
の
会
社
が
大
半
で

す
。
賃
貸
保
険
や
保
証
人
の
制

度
に
よ
り
契
約
が
難
し
い
と
思

え
る
ケ
ー
ス
も
、
不
動
産
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
を
駆
使
し
て
不
断
の

交
渉
を
す
る
こ
と
で
こ
れ
ら
の

条
件
を
取
り
払
い
、
従
来
通
り

の
申
請
で
受
諾
を
受
け
入
れ
ら

れ
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
こ
と

が
重
要
で
す
。（
リ
ロ
・
リ
ダ

ッ
ク
Ｎ
Ｊ
オ
フ
ィ
ス
）

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
す
す
む

賃
貸
ア
パ
ー
ト
契
約
に
苦
労

　
１
９
２
０
年
頃
建
築
家
マ
ル

セ
ル
・
ブ
ロ
イ
ヤ
ー
が
ま
だ
バ

ウ
ハ
ウ
ス
の
家
具
工
房
で
指
導

を
し
て
い
た
頃
、
自
転
車
の
フ

レ
ー
ム
か
ら
着
想
を
得
て
デ
ザ

イ
ン
し
た
と
い
う
ワ
シ
リ
ー
チ

ェ
ア
。
古
典
的
な
ク
ラ
ブ
チ
ェ

ア
の
形
状
か
ら
要
素
を
減
ら
し

た
線
と
面
で
構
成
す
る
デ
ザ
イ

ン
を
目
指
し
、
曲
げ
加
工
を
施

し
た
ス
チ
ー
ル
パ
イ
プ
を
ボ
ル

ト
で
接
合
し
て
フ
レ
ー
ム
と

し
、そ
れ
に
座
面
や
背
も
た
れ
、

肘
掛
け
と
な
る
革
を
張
っ
た
だ

け
の
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
。

１
０
０
年
経
っ
て
も
新
し
い
。

ワシリーチェア
パイプと皮でシンプル

mailto:commercial@redacinc.com
mailto:ny@jonecorp.com
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こ
の
夏
、
世
界
平
均
気
温
は

観
測
史
上
最
高
を
記
録
し
た
と

言
う
事
で
す
が
、
皆
様
、
体
調

は
如
何
で
し
た
か
？
私
の
周
り

で
は
猛
暑
続
き
で
体
調
が
ず
っ

と
良
く
な
か
っ
た
と
言
う
方
も

い
ま
し
た
し
、
私
も
暑
過
ぎ
で

辛
か
っ
た
で
す
が
、
面
白
い
事

に
歌
手
と
し
て
は
、
身
体
が
い

や
で
も
ほ
ぐ
れ
る
の
で
、
声
の

調
子
は
悪
く
な
い
と
い
う
利
点

が
あ
り
ま
し
た
。
と
は
言
え
、

こ
れ
か
ら
の
季
節
の
変
わ
り
目

は
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
り
、
声

の
調
子
も
変
わ
り
が
ち
で
す
か

ら
、
特
に
気
を
つ
け
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。
と
い
う
事
で
今

回
は
、
声
の
調
子
を
左
右
す
る

も
の
に
つ
い
て
、
以
前
書
い
た

も
の
よ
り
も
う
少
し
掘
り
下
げ

て
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
私

の
30
代
は
、
海
外
で
の
オ
ー
デ

ィ
シ
ョ
ン
や
公
演
が
増
え
、
飛

行
機
に
も
頻
繁
に
乗
っ
て
い
ま

し
た
が
、
丁
度
そ
の
頃
フ
ラ
イ

ト
後
に
ど
う
も
声
の
調
子
が
イ

マ
イ
チ
だ
と
言
う
事
に
気
が
つ

き
始
め
ま
し
た
。
い
つ
も
書
く

通
り
、
我
々
歌
手
は
身
体
そ
の

も
の
が
楽
器
で
あ
る
た
め
、
そ

の
日
の
気
温
や
湿
度
、
睡
眠
の

質
や
長
さ
、
何
を
食
べ
何
を
飲

ん
だ
か
、
身
体
を
締
め
付
け
な

い
服
装
や
、
ど
ん
な
気
分
な
の

か
等
々
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
事

に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。
し
か

し
残
念
な
が
ら
、
声
の
調
子
を

変
え
る
も
の
は
日
常
生
活
の
あ

ち
こ
ち
に
存
在
し
、
テ
ク
ニ
ッ

ク
が
確
立
し
な
い
若
い
う
ち
は

特
に
、
理
由
が
分
か
ら
な
い
ま

ま
簡
単
に
声
の
調
子
が
乱
さ
れ

る
事
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

昨
日
は
出
来
た
技
が
、
今
日
同

じ
事
を
し
て
も
何
故
か
出
来
な

い
…
等
と
い
う
事
も
割
と
起
こ

り
ま
す
。
中
で
も
一
番
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
難
し
い
の
は
、
飛
行

機
に
よ
る
影
響(

時
差
ボ
ケ
も

含
む)

で
、
私
の
知
り
合
い
声

楽
家
友
人
の
ほ
ぼ
全
員
、
問
題

を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
飛
行
中

乾
燥
し
て
風
邪
を
ひ
き
や
す
い

の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
フ
ラ

イ
ト
直
後
は
と
か
く
声
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
が
落
ち
や
す
く
、
特
に

ソ
プ
ラ
ノ
や
テ
ノ
ー
ル
は
高
音

域
が
出
し
辛
い
と
い
う
事
が
よ

く
起
こ
り
、
オ
ペ
ラ
「
魔
笛
」

の
有
名
な
夜
の
女
王
の
ア
リ
ア

を
得
意
と
す
る
友
人
歌
手
も
、

フ
ラ
イ
ト
直
後
は
高
音
を
ヒ
ッ

ト
す
る
事
が
ど
う
し
て
も
難
し

い
と
ぼ
や
い
て
い
た
事
も
あ
り

ま
す
。
現
地
に
早
く
入
っ
て
よ

く
休
む
の
が
理
想
な
の
で
し
ょ

う
が
、
出
来
な
い
場
合
に
、
何

と
か
フ
ラ
イ
ト
の
影
響
を
最
小

限
に
と
ど
め
、
最
短
で
調
子
を

戻
す
方
法
を
、
私
も
自
身
を
実

験
台
に
試
行
錯
誤
し
た
も
の
で

し
た
。
高
度
１
万
メ
ー
ト
ル
に

上
昇
下
降
す
る
時
、
人
の
内

臓
や
筋
肉
も
膨
満
縮
小
し
、

そ
の
際
う
ま
く
元
通
り
に
戻

ら
ず
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
の

か
？
な
ど
勝
手
な
私
論
を
考

え
、
独
自
の
体
操
を
編
み
出

し
た
り
も
し
ま
し
た
が
、
あ

る
時
と
う
と
う
一
番
効
果
の

あ
る
解
決
策
を
見
つ
け
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
フ
ラ
イ
ト
直

後
お
風
呂
に
長
く
浸
か
り
頭

を
よ
く
洗
う
、
と
い
う
事
で

す
。
普
段
で
も
、
髪
を
丁
寧

に
洗
う
と
声
の
調
子
が
変
わ

る
と
言
う
歌
手
は
多
い
の
で

す
が
、
そ
れ
は
、
や
は
り
水

が
身
体
に
良
い
と
い
う
事
と
、

頭
の
筋
肉
を
ほ
ぐ
す
事
が
発

声
に
と
て
も
関
係
し
て
い
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
と
い

う
事
で
、
私
は
日
本
へ
の
帰

国
時
は
、
な
る
べ
く
空
港
か

ら
ス
ー
パ
ー
温
泉
に
直
行
し

ま
す(
笑)
こ
れ
は
声
の
調

子
を
整
え
る
だ
け
で
は
な
く
、

時
差
ぼ
け
解
消
に
も
効
果
が

あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
や
っ

て
み
て
下
さ
い
ね
。
そ
ん
な

わ
け
で
今
夏
、
帰
米
の
際
に

は
フ
ラ
イ
ト
後
に
ウ
ォ
ー
タ

ー
パ
ー
ク
に
行
き
ま
し
た
。

娘
は
喜
ぶ
し
、
時
差
ぼ
け
も

解
消
さ
れ
何
よ
り
楽
し
く
、

一
石
三
鳥
で
し
た
！

田
村
麻
子
＝
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

タ
イ
ム
ズ
か
ら
も
「
輝
く
ソ

プ
ラ
ノ
」
と
し
て
高
い
評
価

を
受
け
る
声
楽
家
。
Ｎ
Ｙ
を

拠
点
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
、

リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
ロ

イ
ヤ
ル
ア
ル
バ
ー
ト
ホ
ー
ル

な
ど
世
界
一
流
の
オ
ペ
ラ
舞

台
で
主
役
を
歌
う
。
Ｗ
杯
決

勝
戦
前
夜
コ
ン
サ
ー
ト
に
て

3
大
テ
ノ
ー
ル
と
共
演
、
ヤ

ン
キ
ー
ス
試
合
前
に
国
歌
斉

唱
な
ど
活
躍
は
多
岐
に
渡
る
。

２
０
２
１
年
に
公
共
放
送
網

(

Ｐ
Ｂ
Ｓ)

に
て
全
米
放
映
デ

ビ
ュ
ー
。
東
京
藝
大
、
マ
ネ

ス
音
楽
院
卒
業
。
京
都
城
陽

大
使
。

時差ボケ解消
効果あり！

9

　

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
気
象

情
報
機
関
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
が
６

日
に
発
表
し
た
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
今
年
６
月
か
ら
８
月
ま
で

の
世
界
の
平
均
気
温
は
16
・
82

度
（
摂
氏
、
以
下
同
様
）
と
、

１
９
４
０
年
に
観
測
を
始
め
て

以
来
、
最
高
を
記
録
し
た
。　

気
温
の
上
昇
で
米
国
で
は
蚊
が

媒
介
す
る
西
ナ
イ
ル
熱
や
マ
ダ

ニ
に
媒
介
す
る
ラ
イ
ム
病
に
か

か
る
人
が
増
え
て
い
る
。

　

西
ナ
イ
ル
熱
は
１
９
９
９
年

に
米
国
で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

で
初
め
て
流
行
が
確
認
さ
れ
、

２
０
２
３
年
ま
で
に
全
米
で

２
９
５
８
人
の
死
者
を
出
し
て

い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
保
健

当
局
は
例
年
に
比
べ
て
早
い
６

月
５
日
に
蚊
の
中
か
ら
西
ナ
イ

ル
・
ウ
イ
ル
ス
を
検
出
し
た
と

発
表
。
８
月
19
日
に
ク
イ
ー
ン

ズ
で
３
人
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で

一
人
の
４
人
の
西
ナ
イ
ル
熱
の

感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
と
発
表

し
た
。
こ
の
ほ
か
ブ
リ
ッ
ク
リ

ン
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
、
ク
イ
ー

ン
ズ
の
献
血
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

一
人
に
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ

た
。
５
区
す
べ
て
で
蚊
か
ら
西

ナ
イ
ル
・
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ

れ
て
お
り
、
８
月
下
旬
よ
り
、

蚊
が
繁
殖
し
や
す
い
場
所
に
ト

ラ
ッ
ク
に
よ
る
薬
剤
散
布
な
ど

の
駆
除
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
で
は
サ

フ
ォ
ー
ク
郡
ア
イ
ス
リ
ッ
プ
市

の
男
性
が
７
月
に
ウ
イ
ル
ス
検

査
で
陽
性
反
応
を
示
し
た
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
と
隣
接
す
る
ウ

エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
で
は
８

月
初
め
に
ニ
ュ
ー
ロ
ッ
シ
ェ
ル

と
マ
ウ
ン
ト
バ
ー
ノ
ン
で
そ
れ

ぞ
れ
一
人
が
西
ナ
イ
ル
熱
の
検

査
で
陽
性
反
応
を
示
し
た
。

　

米
北
東
部
に
多
い
ラ
イ
ム
病

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
も
毎
年

７
０
０
０
件
以
上
の
症
例
が
報

告
さ
れ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
も
例
外
で
は
な
く
市
内

の
感
染
者
は
２
０
２
１
年
に

８
２
１
人
だ
っ
た
が
２
０
２
２

年
に
２
５
２
４
人
、
２
０
２
３

年
に
は
３
３
２
３
人
ま
で
増
加

し
て
い
る
。

米
国
の
気
温
上
昇
で

ラ
イ
ム
病
感
染
増
加

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。

We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

mailto:emishoga@danielgale.com
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ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
こ
こ
南
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
は
連
日
の
猛
暑

で
す
が
、
ニ
ュ
ー
ス
を
見
れ
ば

全
米
規
模
で
「
ヤ
バ
い
」
気
象

状
況
の
よ
う
で
す
ね
。
読
者
の

皆
さ
ん
も
小
ま
め
に
水
分
補
給

し
て
身
体
に
は
充
分
お
気
を
つ

け
く
だ
さ
い
。
さ
て
レ
イ
バ

ー
・
デ
ィ
休
暇
も
終
わ
り
、
先

日
某
大
量
販
店
に
行
っ
た
ら
す

で
に
店
内
の
装
い
は
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
で
し
た
（
汗
）。
こ
う
な
る

と
米
国
は
時
間
の
進
み
が
一
気

に
加
速
し
、
サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン

グ
、
ク
リ
ス
マ
ス
と
、
怒
涛
の

よ
う
に
年
が
暮
れ
て
い
き
ま
す

よ
ね
。
と
は
言
え
、
こ
の
原
稿

を
書
い
て
い
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で

大
統
領
候
補
者
に
よ
る
討
論
会

や
、
ど
こ
ぞ
の
ス
マ
ホ
の
新

作
発
表
等
で
世
間
は
ま
だ
９

月
。
ル
ー
ト
66
の
旅
行
シ
ー
ズ

ン
も
続
い
て
い
ま
す
が
、
も
う

２
か
月
も
せ
ず
に
シ
カ
ゴ
を
始

め
ル
ー
ト
66
「
東
部
」
は
気
温

が
急
に
下
が
り
天
候
も
不
安
定

に
な
り
ま
す
。
今
年
こ
そ
は
行

こ
う
！
と
思
っ
て
る
貴
方
。
今

で
す
よ
。
さ
あ
、
旅
の
準
備
を

し
ま
し
ょ
う
！
と
い
う
こ
と

で
、「
今
現
在
ル
ー
ト
66
で
は

実
際
に
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の

か
？
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
時

事
的
な
話
題
を
ご
紹
介
し
て
い

く
シ
ー
ズ
ン
⑤
、
今
月
も
早
速

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
イ
リ
ノ
イ
州
：
シ
ェ
イ
・
ル

ー
ト
66
博
物
館
再
開
へ

　

イ
リ
ノ
イ
州
ス
プ
リ
ン
グ
フ

ィ
ー
ル
ド
に
あ
る
シ
ェ
イ
・
ル

ー
ト
66
博
物
館
が
今
年
５
月
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
同
市
観
光
局
の
ス
コ
ッ

ト
・
ダ
ー
ル
氏
に
よ
る
と
、
現

在
は
ピ
ケ
ッ
ト
氏
が
所
有
す
る

こ
の
博
物
館
が
一
般
向
け
に
オ

ー
プ
ン
す
る
の
は
10
年
以
上
ぶ

り
の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
昨
年

同
市
が
割
り
当
て
た
商
務
経
済

機
会
局
か
ら
の
62
万
３
０
０
０

ド
ル
の
助
成
金
は
敷
地
内
の
整

備
に
充
て
ら
れ
、
駐
車
場
の
舗

装
や
建
物
の
再
塗
装
、
そ
し
て

複
製
看
板
の
設
置
に
役
立
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。
実
は
シ
ェ
イ

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
看
板
は
、
ル

ー
ト
66
・
モ
ー
タ
ー
ヘ
ッ
ズ
・

バ
ー
＆
グ
リ
ル
に
あ
り
、
博
物

館
も
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
ガ

ス
ポ
ン
プ
や
そ
の
他
の
看
板
、

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
等
は
ピ
ケ

ッ
ト
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で

す
。
こ
の
場
所
は
元
々
ガ
ソ
リ

ン
・
ス
タ
ン
ド
で
、
１
９
４
６

年
に
ビ
ル
・
シ
ェ
イ
が
始
め
ま

し
た
。
そ
の
後
彼
は
そ
の
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
記
念
品
で
い
っ
ぱ

い
の
博
物
館
に
改
装
、
世
界
中

か
ら
多
く
の
愛
好
家
が
訪
れ
ま

し
た
が
、
２
０
１
３
年
に
亡
く

な
り
、
ス
タ
ン
ド
は
売
却
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

■
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
：
ミ
ス
タ
ー

Ｅ
Ｚ
ガ
イ
ド
、
ル
ー
ト
66
殿
堂

入
り
へ

　

オ
ク
ラ
ホ
マ
州
チ
ャ
ン
ド
ラ

ー
在
住
の
長
年
の
ル
ー
ト
66
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
り
研
究
者
で

も
あ
る
ジ
ェ
リ
ー
・
マ
ク
ラ
ナ

ハ
ン
氏
が
、
こ
の
夏
同
州
ク
リ

ン
ト
ン
に
あ
る
「
オ
ク
ラ
ホ

マ
・
ル
ー
ト
66
博
物
館
」
に
て

オ
ク
ラ
ホ
マ
・
ル
ー
ト
66
殿
堂

入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。
オ
ク

ラ
ホ
マ
・
ル
ー
ト
66
協
会
の
報

告
に
よ
れ
ば
、
式
典
の
司
会
は

同
州
観
光
局
を
率
い
る
マ
ッ

ト
・
ピ
ネ
ル
副
知
事
が
務
め
、

ク
リ
ン
ト
ン
市
長
、
オ
ク
ラ
ホ

マ
歴
史
協
会
の
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
、
さ
ら
に
は
州
上
院
議
員
の

ダ
ー
シ
ー
・
ジ
ェ
ッ
ク
氏
も
出

席
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
ジ
ェ

リ
ー
っ
て
誰
？
っ
て
今
更
言
わ

な
い
で
く
だ
さ
い
よ
。
こ
の
コ

ラ
ム
に
も
時
折
登
場
す
る
ル
ー

ト
66
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
Ｅ
Ｚ

66
ガ
イ
ド
」
の
著
者
で
す
。
チ

ャ
ン
ド
ラ
ー
に
あ
る
彼
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
は
、
旅
行
者
が
彼
の
ア

ー
ト
を
見
て
、
そ
の
本
に
サ
イ

ン
を
も
ら
う
た
め
に
必
ず
立
ち

寄
る
場
所
と
な
っ
て
い
る
「
聖

地
」
で
す
。「EZ-66 Guide 

for Travelers 

」
は
、
ル
ー
ト

66
を
旅
す
る
の
に
最
適
な
タ
ー

ン
・
バ
イ
・
タ
ー
ン
の
ガ
イ
ド

本
と
し
て
、
多
く
の
旅
行
者
に

愛
用
さ
れ
旅
に
欠
か
せ
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
お

持
ち
で
な
い
方
は
是
非
旅
行
前

に
準
備
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

■
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
：
オ
ー

ル
ド
・
サ
ン
タ
フ
ェ
・
イ
ン
の

改
修

　

ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
サ
ン
タ

フ
ェ
に
あ
る
オ
ー
ル
ド
・
サ

ン
タ
フ
ェ
・
イ
ン
が
、
最
近

２
５
０
万
ド
ル
を
か
け
て
改
装

さ
れ
、「
ピ
ノ
ン
・
コ
ー
ト
」

と
改
名
さ
れ
ま
し
た
。
ピ
ノ

ン
・
コ
ー
ト
は
、
か
の
「
ラ
・

フ
ォ
ン
ダ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

の
一
つ
で
あ
り
、
サ
ン
タ
フ
ェ

で
最
も
歴
史
的
で
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
的
な
ホ
テ
ル
で
あ
り
続
け
て

い
ま
す
。
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
・
コ

ロ
ニ
ア
ル
・
リ
バ
イ
バ
ル
と
し

て
知
ら
れ
る
美
的
様
式
で
建
て

ら
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ピ
ニ
ョ

ン
・
コ
ー
ト
は
、
１
９
３
０
年

代
に
遡
り
、
当
時
は
ル
ー
ト
66

の
運
転
手
向
け
に
簡
易
宿
泊
所

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

２
０
０
３
年
に
オ
ー
ル
ド
・
サ

ン
タ
フ
ェ
・
イ
ン
と
し
て
リ
ブ

ラ
ン
ド
さ
れ
た
後
、
２
０
２
２

年
に
買
収
さ
れ
、
そ
れ
以
来
こ

の
ホ
テ
ル
は
歴
史
的
な
完
全

性
、
建
築
、
雰
囲
気
を
保
存
維

持
し
て
い
る
こ
と
で
、
歴
史
的

保
存
の
た
め
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ト
ラ
ス
ト
の
公
式
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
る
ヒ
ス
ト
リ
ッ
ク
・
ホ
テ

ル
ズ
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
に
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ホ
テ
ル
の

客
室
は
サ
ン
タ
フ
ェ
の
ア
ー
ト

シ
ー
ン
を
強
調
し
て
お
り
、
各

客
室
に
は
地
元
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

で
あ
る
ウ
ィ
ラ
ー
ド
・
ク
ラ
ー

ク
氏
に
よ
る
歴
史
的
な
版
画
が

飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
優
雅
で
ア

ー
ト
な
世
界
に
浸
り
た
い
方
に

は
お
ス
ス
メ
の
一
軒
で
す
。

■
ア
メ
リ
カ
：
世
界
の
自
動
車

愛
好
家
ラ
ン
キ
ン
グ
で
大
健
闘

　

前
回
に
続
き
ち
ょ
っ
と
し
た

「
ラ
ン
キ
ン
グ
も
の
」
の
話
題

を
一
つ
。
あ
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
の
法
律
事
務
所
は
、
世
界
の

ど
の
国
が
自
動
車
愛
好
家
に
と

っ
て
ベ
ス
ト
で
あ
る
か
の
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
結
果
は
ア

メ
リ
カ
は
第
４
位
。
順
位
の
基

準
は
高
速
道
路
の
制
限
速
度
、

ガ
ソ
リ
ン
価
格
、
自
動
車
イ
ベ

ン
ト
、
保
険
料
、
維
持
費
、
道

路
の
品
質
ス
コ
ア
等
々
。
ア
メ

リ
カ
は
高
速
道
路
の
制
限
速
度

は
２
位
、
道
路
品
質
ス
コ
ア
は

２
位
で
し
た
。
尚
、
こ
の
調
査

で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ス
コ
ア
の

良
さ
に
つ
い
て
、
州
間
高
速
道

路
の
存
在
が
大
き
な
理
由
だ
と

か
。
た
だ
少
し
驚
い
た
の
は
ア

メ
リ
カ
は
世
界
で
最
も
ガ
ソ
リ

ン
が
安
く
、
何
と
他
国
の
ほ
ぼ

半
分
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
カ

ー
シ
ョ
ー
の
数
や
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
か
ら
ラ
ッ
ト
ロ
ッ
ド
、
ロ
ー

ラ
イ
ダ
ー
ま
で
、
多
種
多
様
な

自
動
車
文
化
で
も
上
位
に
ラ
ン

ク
さ
れ
た
よ
う
で
、
こ
れ
は
一

重
に
ル
ー
ト
66
文
化
の
功
績
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ル
ー
ト

66
の
よ
う
な
風
光
明
媚
な
ル
ー

ト
こ
そ
、
思
い
出
に
残
る
ド
ラ

イ
ブ
旅
行
で
す
し
、
ル
ー
ト
66

沿
い
に
は
魅
力
的
な
小
さ
な
町

が
連
な
り
、
遠
い
昔
に
過
ぎ
去

っ
た
好
景
気
の
時
代
を
思
い
起

こ
さ
せ
ま
す
。
そ
れ
で
は
来
月

ま
た
お
目
に
か
か
り
ま
す
！ 

（
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
）

最
新
ニ
ュ
ー
ス
！
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
「
ル
ー
ト
66
」

そ
の
15
：
世
界
自
動
車
愛
好
家
ラ
ン
キ
ン
グ
で
米
国
健
闘
な
ど

http://www.at-newyork.com/
tel:2122136069
mailto:meiseimotors@aol.com
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/


　

も
し
、
歴
史
に
名
を
残
す
世

界
の
名
だ
た
る
ア
ー
ト
の
巨
匠

た
ち
が
、
あ
な
た
の
目
の
前
に

現
れ
て
、
彼
ら
の
日
頃
考
え
て

い
る
こ
と
や
、
悩
み
、
呟
き
、

思
い
を
そ
っ
と
聞
く
こ
と
が
で

き
た
ら
、
人
生
が
変
わ
っ
て
も

不
思
議
で
は
な
い
。

　

な
に
し
ろ
出
て
く
る
画
家

が
、
セ
ザ
ン
ヌ
、
ピ
カ
ソ
、
ウ

ォ
ー
ホ
ル
に
バ
ン
ク
シ
ー
た
ち

で
、
し
か
も
日
本
語
で
話
か
け

て
く
る
。
さ
ら
に
案
内
人
が
怪

し
い
関
西
弁
を
操
り
、
サ
ル
バ

ド
ー
ル
・
ダ
リ
の
生
ま
れ
変
わ

り
を
名
乗
る
謎
の
男
ダ
レ
と
き

た
。「
ワ
イ
は
、
す
ご
い
携
帯

持
っ
て
る
の
よ
」
と
い
う
そ
の

ガ
ラ
ケ
ー
を
使
え
ば
、
時
空
を

超
え
て
現
代
ア
ー
ト
の
巨
匠
た

ち
が
目
の
前
に
現
れ
る
と
い
う

設
定
で
、
九
州
か
ら
大
阪
に
転

勤
に
な
り
、
壁
に
ぶ
ち
あ
た
っ

て
い
た
地
方
出
身
の
新
人
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た

ち
の
教
え
を
受
け
て
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
で

も
賞
賛
を
浴
び
て
人
生
を
変
え

て
い
く
と
い
う
オ
ー
マ
イ
ガ
ー

の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
。

　
「
才
能
を
持
ち
な
が
ら
成
功

し
て
い
な
い
人
間
ほ
ど
、
こ
の

世
の
中
に
溢
れ
か
え
っ
て
い
る

も
の
は
い
な
い
」（
バ
ン
ク
シ

ー
）、「
い
つ
ま
で
も
ウ
ジ
ウ
ジ

悩
ん
で
惨
め
な
気
持
ち
で
い
る

代
わ
り
に
『So What? 

だ
か

ら
何
？
』
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と

だ
っ
て
で
き
る
ん
だ
よ
」（
ア

ン
デ
ィ
ー
・
ウ
ォ
ー
ホ
ル
）、「
天

才
に
な
り
た
か
っ
た
ら
、
天
才

の
ふ
り
を
す
れ
ば
い
い
」（
サ

ル
バ
ド
ー
ル
・
ダ
リ
）、「
明
日

に
延
ば
し
て
い
い
の
は
、
や
り

残
し
て
死
ん
で
も
か
ま
わ
な
い

こ
と
だ
け
だ
！
」（
パ
ブ
ロ
・

ピ
カ
ソ
）、「
僕
の
絵
の
源
泉
は

無
意
識
な
ん
だ
」（
ジ
ャ
ク
ソ

ン
・
ポ
ロ
ッ
ク
）、「
確
実
な
こ

と
は
一
つ
も
な
い
の
よ
。
す
べ

て
は
変
化
し
、
動
き
、
巡
り
、

飛
び
、い
な
く
な
る
か
ら
」（
フ

リ
ー
ダ
・
カ
ー
ロ
）、「
最
高
で

あ
ろ
う
と
す
る
の
を
目
指
す
の

は
誤
り
で
、
成
功
を
自
分
で
定

義
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
」（
ダ

ミ
ア
ン
・
ハ
ー
ス
ト
）、「
リ
ン

ゴ
ひ
と
つ
で
パ
リ
を
驚
か
せ
て

み
せ
る
」（
ポ
ー
ル
・
セ
ザ
ン
ヌ
）

と
い
っ
た
具
合
。

　

主
人
公
の
青
年
は
、
こ
れ
ら

の
言
葉
に
出
会
う
ご
と
に
成
長

し
、
仕
事
が
前
に
進
み
、
社
内

外
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
て

い
く
。
歴
史
に
名
を
止
め
て
い

る
よ
う
な
、
巨
匠
た
ち
の
名
言

は
、
現
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
で

の
決
断
や
人
生
を
ど
う
生
き
る

か
と
い
う
迷
い
に
、
予
期
し
な

い
方
向
か
ら
光
を
投
射
し
て
来

る
。「
ビ
ジ
ネ
ス
の
黄
金
法
則
」

に
も
通
じ
る
不
思
議
な
る
世
の

本
質
を
炙
り
出
す
一
冊
だ
。

　

著
者
の
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ａ
さ
ん

は
、い
た
み
あ
り
さ
名
義
で『
学

校
で
は
教
え
て
く
れ
な
い
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
な
り
方
』（
サ
ン

ク
チ
ュ
ア
リ
出
版
）
で
日
本
人

若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
を
Ｎ

Ｙ
デ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て
き
た
ア
ー

ト
集
団
Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｔ
の
代
表
で
も

あ
る
。３
年
の
年
月
を
か
け
て
、

巨
匠
た
ち
の
言
葉
を
コ
ツ
コ
ツ

と
拾
い
集
め
た
と
い
う
労
作
な

が
ら
そ
の
苦
労
を
感
じ
さ
せ
な

い
軽
さ
が
い
い
。
野
生
爆
弾
く

っ
き
ー
！
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
表
紙
絵
も
本
書
の
性
質
に
ぴ

っ
た
り
。
ま
る
で
宝
石
の
原
石

を
磨
い
て
い
る
よ
う
な
気
分
に

な
れ
る
本
だ
。
企
画
協
力
が
土

井
英
司
氏
と
聞
け
ば
さ
も
あ
り

な
ん
と
納
得
。　
　
　
（
三
浦
）

 巨匠の名言で人生変える
ARISA・著
 飛鳥新社・刊

■あなたを待ついくつもの部屋（角田光代、文藝春秋）母
に教わった「バーの味」、夫婦で訪れた憧れの上高地。東
京、大阪、上高地、全国3か所の帝国ホテルを舞台に織り
なす物語。帝国ホテル発行の会報誌「IMPERIAL」で 11年
間にわたって連載した42編のショートショートを一冊に
まとめた、角田光代の小説集。■おなかがすいたハラペコ
だ（3）オダンゴまつり（椎名誠、集英社文庫）ついつい
取りすぎてお腹がパンパンになる朝食ブッフェ。忘れられ
ない駅弁から、宮古島でのカツオ料理、中国の屋台の饅頭
など旅先での絶品グルメ。食にまつわるあれこれを描いた
椎名誠の胃袋を刺激する食エッセイ第3弾。■サンショウ
ウオの四十九日（朝比奈秋、新潮社）同じ身体を生きる姉
妹、その驚きに満ちた普通の人生を描く。周りからは一人
に見える。でも私のすぐ隣にいるのは別のわたし。姉妹は
考える、隣のあなたは誰なのか。そして今これを考えてい
るのは誰なのか。医師として勤務しながら小説を執筆する
著者による、第171回芥川賞候補作。■ひきなみ（千早茜、
角川文庫）両親から離れ、祖父母の住む島にひとりでやっ
てきた小6の葉。島の子に携帯電話を取り上げられた葉を
救ってくれたのは、同じく祖父と暮らす真以だった。しか
し島に逃亡してきた脱獄犯と共に真以が逃げてしまう。20
年後、偶然真以の写真を見つけた葉は会いにいくことを決
意する。■新型コロナは人工物か？（宮沢孝幸、PHP新書）新型コロナウイ
ルス・オミクロン変異体の塩基配列の変異を見て、ウイルス学者の著者は凍
りついた。「同義置換が1、非同義置換が30、こんなことはありえない」。本
書では著者が行ったオミクロン変異体の検証についてわかりやすく解説し、
オリジナル武漢型の特殊性やワクチンと死亡者数増加の関係も考察する。ウ
イルス学者による、全国民が知っておくべきパンデミックとワクチンの検証。
■すごい思考ツール（小西利行、文藝春秋）「伊右衛門」「ザ・プレミアム・
モルツ」「PlayStation」など、数々の大ヒットを生んできた国民的広告クリエ
イターによる「思考ツール」。各界の経営者が「これはすごい」と評価した
独自の思考ツールを100の方程式に凝縮して公開する。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

角
田
光
代
の
小
説
集
。
椎
名
誠
の
胃
袋
を
刺
激
す
る
エ
ッ
セ
イ
。
同
じ
身
体
を
生
き
る

姉
妹
の
人
生
を
描
く
。
現
代
を
生
き
る
す
べ
て
の
女
性
に
贈
る
物
語
。
ウ
イ
ル
ス
学
者
が

検
証
す
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
。
国
民
的
広
告
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
よ
る
「
思
考
ツ
ー
ル
」。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

宇
宙
の
は
じ
ま
り
、
ビ
ッ
グ

バ
ン
か
ら
、
太
陽
系
の
惑
星
、

ア
ポ
ロ
宇
宙
船
の
月
面
着
陸
、

宇
宙
服
の
機
能
、季
節
の
星
座
、

電
波
望
遠
鏡
に
つ
い
て
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
宇
宙
の

ふ
し
ぎ
に
迫
る
科
学
絵
本
。
ネ

コ
博
士
が
み
ん
な
が
知
り
た
い

宇
宙
に
つ
い
て
の
数
々
の
謎
を

や
さ
し
く
丁
寧
に
教
え
る
。
日

本
語
版
の
監
修
は
、
宇
宙
飛
行

士
の
山
崎
直
子
さ
ん
。

　

著
者
で
物
理
学
者
・
科
学
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
の
ウ
ォ
リ

マ
ン
博
士
に
よ
る
ネ
コ
博
士

（Professor Astro Cat

）

シ

リ
ー
ズ
は
、
世
界
25
か
国
で
出

版
さ
れ
、YouTube
チ
ャ
ン

ネ
ル
「Domain of Science
」

で
科
学
を
解
説
す
る
ビ
デ
オ
も

制
作
し
て
い
る
。
ベ
ン
・
ニ
ュ

ー
マ
ン
に
よ
る
ポ
ッ
プ
で
ユ
ー

モ
ラ
ス
な
イ
ラ
ス
ト
が
魅
力

の
、新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
絵
本
。

日
本
語
で
読
む
な
ら
『
ネ
コ
博

士
が
語
る　

宇
宙
の
ふ
し
ぎ
』

（
徳
間
書
店
）。
ネ
コ
博
士
シ
リ

ー
ズ
は
そ
の
ほ
か
、
海
の
ふ
し

ぎ
、
化
学
の
ふ
し
ぎ
、
体
の
ふ

し
ぎ
な
ど
が
あ
る
。
科
学
が
好

き
な
子
ど
も
た
ち
へ
読
ん
で
あ

げ
た
い
本
。　
　
　
　
（
高
田
）

ネ
コ
博
士
が
教
え
る
宇
宙
の
謎

 『Professor Astro Cat’s Frontiers of Space』
Written by Dr. Dominic Walliman
Published by   Flying Eye Books
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EVENT
■第 98回サン・ジェナーロ祭＝ 9/22まで　Little 
Italy（On Mulberry St.） リトルイタリーの毎年恒例
のお祭り。宗教的行事やパレードのほか、ライブ演
奏、ラジオ中継、さまざまなイタリア料理・デザー
ト・ドリンクの屋台が楽しめる。
詳細は https://sangennaronyc.org/
■ 118回ジャパンフェス　粉もんコンテスト＝
9/28　Upper West Side (Broadway, 115th - 116th 
St）10:00～ 18:00　人気の日系ストリートフェア。
今回はラーメン、焼き鳥、おにぎりなどのほか、粉
もんコンテストとして、たこ焼き、お好み焼き、焼
きそばが出店する。
詳細は https://www.japanfes.com
■作家・川口俊和氏のトークイベント＝ 9/28  
17:00  Japan Society（333 W 47th St）『コーヒー
が冷めないうちに』が国際的なベストセラーと
なった作家・川口俊和氏の最新英訳本『Before We 
Forgot Kindness（邦題『やさしさを忘れぬうちに』）』
の出版記念トークイベント＆サイン会。入場料：一
般＄25、学生・シニア・障害者＄23、JS会員＄20。
詳細は https://japansociety.org/events/author-talk-
and-signing-toshikazu-kawaguchi/
■ World Sake Day 2024 ＝ 10/4　16:00 ～ 22:00　
The W Loft Rooftop（240 Kent Ave, Brooklyn）35
の蔵元による 70以上の日本酒が用意され、抹茶カ
クテル、一口料理や和菓子などが提供される。来場
者には 15種類のお酒が楽しめオリジナルグラスも
持ち帰ることができる。入場料：＄80（当日券なし、
21歳以上）
詳細は https://www.worldsakedaynyc.com

CLASS/SEMINAR
■ FLOWSHIKI ９/21&22 日本発のふろしきを使っ
た FLOWSHIKI ヨガワークショップ。インド政
府公認のヨガインストラクターで FLOWSHIKI考
案者の ARICAさんが指導。21日（土）10:00ー
11:00=セントラルパーク・シープメドウ。用
意するもの：バスタオル、水分、動きやすい服
装。22 日（ 日 ）Mai House Studio buzzer141/99 
canal St.4th FL.用意するもの：追加でヨガマッ
ト。 申 込 先　https://docs.google.com/forms/
d/e/1FAIpQLSfuKnfJG1TECqh2AAM7mRt-
a Z r i j 4 S P g o S H 1 4 X 3 2 M f m N 9 6 t g Q /
viewform?usp=pp_url 問 い 合 わ せ：tel516-305-
0925 Eメール　yuki@yukineo.com 根尾さん
■理学療法クリニック OMPT主催「無料スキンケ
ア講座」＝ 9/28  11:00  OMPT（315 Madison Ave 
Suite 1200）講師は、日米で活躍するメイクアップ
アーティストで自身のスキンケアブランド「ＮＡＯ

ボディ＆ケア」を立ち上げた NAOさん。夏の強い
紫外線による皮膚の疲れを癒し、特別な植物ベース
のオイルを使って継続的に健康的な肌を取り戻す方
法を解説する。参加費無料（要事前予約）。申し込
みは Eメール info@omptny.comまで。
■第 5回乳がん早期発見啓発セミナー＝ 9/29  
16:00～ 18:30  カリフォルニア・ミヤコハイブリッ
ドホテルでの会場とオンライン配信にて開催。ハワ
イ大学がんセンターの山内照夫医師（腫瘍内科医）
と山内英子医師（乳腺外科医）がホノルルから来訪
し講演を行う。司会進行は久下香織子キャスター。
参加費無料。
詳 細 は http://bcnetwork.org/event/202409/index.
html

MUSIC
■ジャズピアニストの大江千里ライブ＝９月 20
日（金）と 21日（土）、午後 7時と午後 9時 30
分、計 4公演（バードランド・シアター（西 44丁
目３１５番地、地階）。「S.O. BROOKLYN SOUND 
MASCHINE と は、Senri Oe Brooklyn Sound 
Maschine」の略。ロス・ペダーソン（ドラムス）、マッ
ト・クローへジー）アコーステイックベース）、大
江千里（ピアノ）というシグネチャーバンドのトリ
オに加えて、ニューヨークで絶大な人気を誇る入場
料はテーブル席 45ドル 76セント、バーカウンター
席 35ドル 76セント。午後 7時のショーは、午後 5
時 30分に開場となりチケット申し込み・詳細は参
照、https://www.birdlandjazz.com/calendar/

THEATRE/DANCE 
■ウクライナ国立バレエ NY公演＝ 10/15・16  
19:30  New York City Center（131 W 55th st）ウク
ライナ国立バレエ（旧キエフ・バレエ）のソビエト
連邦解体後 30年以上ぶりとなる USツアー NY公
演。「瀕死の白鳥」「ドン・キホーテ」「ジゼル 」な
どを上演。特別ゲストとして華やかな衣装をまとっ
た 44人のシュムカ・ダンサーズが民族舞踊を披露
する。入場料：＄45～。
詳細は https://nationalukraineballet.com/

ART
■第 20回多摩美術大学校友会ニューヨーククラブ
展＝ 9/19 ～ 10/2   Tenri Gallery（43A W 13th St）
「Beyond Borders （境界を超えて） 」という副題の
元、作家の考える境界線を投影した作品を展示する。
参加作家は、松尾明子、雨宮ホザナ、白録鉱、早川
朋子、日吉哲哉、紅林愛子、李アロン、松窪英二、
松村誠一、永野みき、ナカムラマギコ、小倉千恵、
中里斉、太田美奈子、おざきとき、ポンタ、酒井重
良、シアカ章子、鈴木國男、立花もと子、渡辺啓子。
入場無料。
詳細は www.tamabiny.com　
■ひゃくだかずこ写真展「 ORCHARD STREET」
＝ 10/8 ま で  International Center Of CCCS（80 
Maiden Lane, 14F）ひゃくだが 2003年、活気を呈
した 20世紀の繁栄が衰退へと移行する時代の変様
をとどめようとオーチャド通りをモノクロフイルム
で撮り溜めた。今回はその中から 12点を展示する。
入場無料。
詳細は https://artspheres.org/

　
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
の
粉
も
ん

コ
ン
テ
ス
ト
が
14
、15
の
両
日
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
開
催
さ
れ
、

粉
も
ん
業
者
６
店
が
約
１
万
人

の
来
場
者
の
投
票
で
グ
ラ
ン
プ

リ
を
競
っ
た
。優
勝
し
た
の
は
、

オ
ラ
ン
ダ
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

か
ら
初
参
加
し
た
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
　

Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ
︵
大
阪
ボ
ー
ル
︶。

２
位
は
カ
ー
ル
ス
ボ
ー
ル
、
３

位
が
銀
だ
こ
の
﹁
た
こ
や
き
﹂

勢
で
上
位
３
位
を
占
め
た
。

　
優
勝
し
た
大
阪
ボ
ー
ル
の
社

長
、
大
津
燎
生
さ
ん
︵
44
︶
は

﹁
６
年
間
頑
張
っ
て
き
た
甲
斐

が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
初
挑
戦

し
て
よ
か
っ
た
で
す
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
皆
さ
ん
に
美
味
し
い

と
言
っ
て
い
た
だ
け
て
嬉
し
い

オランダ・アムステルダムから初参戦

OSAKA BALL 優勝

で
す
﹂
と
喜
ん
で
い
た
。

　
当
日
は
総
勢
42
店
舗
が
出
店

し
、
粉
も
ん
の
ほ
か
日
本
産
ホ

タ
テ
︵
青
森
産
と
北
海
道
産
︶

の
串
焼
き
な
ど
も
人
気
を
呼
ん

で
い
た
。

　
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
は
、
今
年

か
ら
フ
ラ
ン
ス
に
も
進
出
し
、

10
月
に
は
凱
旋
門
、
エ
ッ
フ
ェ

ル
塔
の
前
で
本
格
始
動
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
の
開
催
は
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
の
フ
ェ
ス
と
の
同

時
開
催
と
な
り
、
日
本
の
ス
ト

リ
ー
ト
フ
ェ
ア
が
欧
米
で
さ
ら

に
拡
大
す
る
記
念
す
べ
き
ス
タ

ー
ト
元
年
と
な
り
そ
う
だ
。

日本産ホタテの串焼きも人気

ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
Ｎ
Ｙ

粉
も
ん

コ
ン
テ
ス
ト

カ
ッ
プ
を
手
に
す
る
優
勝
し
た
大
阪
ボ
ー
ル
（
左
か
ら
３
人

目
）、
２
位
カ
ー
ル
ス
ボ
ー
ル
（
右
）
と
銀
だ
こ
（
左
）
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